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序

私 たちの郷土熊谷 には、原始 ・古代 の集落 や中世 の館跡等の埋蔵文化財が、

数多 く分布 してお ります。

こうした埋蔵文化財 は、郷土の発展や その過程 を物語 る証 しで ある とともに、

私 たち子孫 の繁栄の指標 ともな る先人 の貴重 な足跡で あ ります。私たち は、 こ

うした文化遺産 を継承 し、次世代 に伝 え、 さ らに豊か な熊谷市形成 の礎 として

いかなけれ ぼな らない と考 えてお ります。

熊谷市で は、 きめ細 かな教育 の実現、学校教育 の充実のために、学校施設 の

整備 ・拡張等の事業 を実施 して まい りました。 その一環 として、昭和61年 度 に

市立三尻小学校 の新水泳 プール建設工事 を実施 す ることとな りました。事業地

内及 び周辺 には、原始 ・古代か ら中世 に至 るおびただ しい遺跡が確認 されてお

り、遺跡の重要性 に鑑 みて関係部局 と保存 に向 けて協議 を行 って まい りました。

しか し、事業上 やむを得 ず計画等の変更がで きないため工事 に より破壊 を受 け

る箇所 について は、記録保存 の方策 を講 ず ることとな りました。

本書 は、昭和61年 度 に実施 された水泳 プール建設工事 に伴 う発掘調査 の成果

をまとめた ものです。

今回報告 いた します三 ヶ尻遺跡 は、広大 かつ多時期及 び多種 の埋蔵文化財 が

存在す る遺跡で あ り、過去数 回にわたって発掘調査 が実施 された遺跡 です。 そ

の うち三尻小学校 に所在す る埋蔵文化財発掘調査の成果で あ り、縄文時代か ら

中 ・近世 にかけての集落跡及 び墓地跡が検 出 され、当地域 にお ける集落及び墓

域 の変遷 を考 える上 で貴重な資料 を得 ることがで きました。

本書が埋蔵文化財保護、学術研究の基礎資料 として、また埋蔵文化財の普及 ・

啓発 の資料 として広 く活用 され ることとなれ ば幸 いです。

最後 にな りましたが、発掘調査及び報告書刊行 に至 るまで、 ご理解 、 ご協 力

を賜 りました地元関係者 には厚 くお礼 申 し上 げます。

平成15年3月

熊谷市教育委員会

教育長 飯 塚 誠一郎



例 目

1本 書 は、埼玉県熊谷市大字三ヶ尻字天王2956番 地1他 に所在 する三ヶ尻遺跡(埼 玉県遺跡番号

59-022)の 発掘調査報告書である。

2本 調査は、熊谷市立三尻小学校水泳プール建設工事に伴う事前記録保存のための発掘調査であり、

熊谷市教育委員会が実施 した。

本事業の組 織 は、1章 の とお りである。3

発掘調査期間 は、昭和61年5月14日 ～昭和61年9月1日 である。4

整理 ・報告書作成期間 は、平成14年10月1日 ～平成15年3月29日 で ある。

5発 掘調査 の担当 は、熊谷市 教育委員会 金子正之が、整理報告書作成事業 は、加藤隆則が主 に担 当

し、吉野 健が補佐 した。

6本 書 の執筆 は、加 藤、吉野が担当 した。 また、縄文土器 の実測 ・トレースについては松 田 哲、中・
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近世遺物の実測 ・トレースについては船場昌子の補助を得た。

写真撮影 は、発掘調査を金子が、遺物 を吉野が行った。

出土遺物 は、熊谷市教育委員会で保管 している。

本書の作成 にあたり、下記の方々及び機関等からご教示、ご協力を賜った。記して謝意を表 します。

(敬称略)

浅野晴樹、細田 勝、村松 篤、大里郡市文化財担当者会
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本文中、遺構 の表記記号 は、次 の とお りで ある。

SJ… …住居跡、SK… …土坑、P… … ピツ ト

各遺構の呼称 は、整理作業 の段 階で変更 した。

遺構平面 図及 び土層断面図中の表記記号 は、次の とお りである。

P… …土器、S… …川原石、B… …骨

住居跡平面図中のス クリー ン トーンは焼 土の範 囲 を示 す。

遺構挿図 の縮尺 は、次の とお りである。

遺構全測図……1/200、 住居跡 ・礎石建物跡 ・土坑 ・ピッ ト・倒木痕・・…1/60、 集石遺構 ……1/30、

埋甕……1/30、 その他 、遺跡位置図、周辺遺跡分布 図等 は、 その都度 スケール脇 に縮尺率 を示 した。

6遺 構平面図中の遺物 番号 は、遺物挿図中の遺物番号 に一致す る。

7遺 構土層断面図及びエ レベ ーシ ョン図のポイ ン トの標高 は、その都度、ポイン ト脇 に示 した。また、

原則 として、同一図版 ・同一遺構 の標高 はAポ イ ン トに表記 した。

8遺 物実測 図の縮 尺 は、縄文土器 ・土師器 ・須恵器 ・陶器 ・土師質土器 ・瓦質土器、土錘 、煙管 は1/4、

縄文土器(拓 影 ・底部)・ 弥生土器(拓 影)・石器、砥石 は1/3、 古銭(拓 影)・泥面子 は1/2、 石臼・

五輪塔 は1/6と した。

9遺 物 実測 図の中で、 中心線 はすべて実線 で示 し、遺物観察表 にで きる限 り残存率で示 した。但 し、

縄 文土器 については、本文 中に記 した。 また、断面表現 は、須恵器 については還元焔焼成 の ものは黒

塗 り、酸化焔焼成 の ものは白抜 き とし、それ以外 の縄文土器、弥生土器、土師器 、陶器等 の遺物 はす

べて 白抜 きで示 した。

スクリーント ン指示は、赤彩は1灘 、艶 処理は璽 で示 し、その他についてはその都度

示 した。

10遺 物観察表 の凡例 は、次 の とお りである。

法量 の単位 は、cm、gで ある。 また、推定値 は括弧付 けで示 した。

胎土 は、土器 に含 まれ る含有鉱物 を以下 の記号で示 した。

A… …白色粒子、B… …黒色粒子 、C… …赤色粒子、D… …褐色粒子、E… …赤褐色粒子、

F… …白色針状物質、G… …長石 、H… …石英、1… …白雲母、J… …黒雲母、K… …角閃石、

L… …片岩、M… …砂粒、N… …礫

色調 は、 『新版標準土色帖』(農 林水産省農林水産技術会議事務局監修1997年 版)に 照 らし最 も近似

した色相 を示 した。

焼成 は、次 の ように区分 した。A… …良好、B… …普通、C… …不良
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1 発掘調査の概要

1調 査 に至 る経過

昭和60年 度、市立三尻小学校水泳プール老朽化に伴い、新水泳プール建設並びに運動場整備工事実施

の運びとなった。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地であり、台地の縁辺先端部に位置し、その近隣の台

地上 には縄文時代前期か らの集落跡や古墳跡、さらにこの北側 には台地に沿って主に古墳時代後期か ら

平安時代にかけての集落跡等の遺跡が色濃 く分布することが知られていた。そのため、教育委員会総務

課から埋蔵文化財の取 り扱いについて協議があった。このような状況下、当該地については保存に向け

て協議を行ったが、工事計画の変更は困難なため記録保存の措置 を講ずることとなり、発掘調査 を実施

することとなった。また、発掘調査に先立ち、埼玉県埋蔵文化財包蔵地調査カードを提出し、当該地を

当初天王遺跡 として変更増補を行った。

文化財保護法第57条 の3の 規定に基づ く埋蔵文化財発掘の通知は熊谷市長 より昭和61年2月13日 付け

60熊教社発第1203号 で提出された。発掘調査 は、昭和61年5月14日 から実施 した。

文化財保護法第98条 の2の 規定に基づ く発掘調査に関わる熊谷市教育委員会の通知及び文化庁からの

受理通知は以下のとお りである。

昭和61年4月12日 付け61熊教社発第93号

昭和61年7月9日 付け61委保記第2-2107号

2発 掘調査 ・報告書作成の経過

(1)発 掘調査

三 ヶ尻遺跡 の三尻小学校水泳プール建設工事部分の発掘調査 は、昭和61年5月14日 か ら昭和61年9月

1日 にかけて行 われた。調査面積 は、遺跡面積約70,000㎡ の うちプール建設工事 によって破壊 を うける

1,194.01㎡ であった。

調査 は、遺構確認面 まで重機 による表土剥 ぎを行 い、作 業員 による遺構確認 のた めの精査 を行 った。

そして、順次遺構掘 削作業 を行い、遺構 ・遺物 の実測、写真撮影 を行 った。

昭和61年9月1日 には現地 にお ける調査 のすべ てを終了 した。調査途 中、 同小学校6年 生対 象の発掘

調査体験学習 も実施 された。

(2)整 理 ・報告書作成作業

本書の整理 作業 は、平成14年10月 か ら平成15年3月 にか けて実施 した。

遺物の洗浄 ・注記 を実施 し、土器 の接合 ・復元作業 を行 った。 その後遺物 の分類 を行 い、実測作業 を

開始 した。同時 に遺構 の図面整理 も実施 した。

次 に土器等 の遺物 の トレース ・拓本 を採 り図版組 を行い、遺構 の トレース ・図版組 を行 った。 そして、

遺構 の写真整理 ・遺物写真撮影 をして、写真図版 の割付 をした。 また、 それ と並行 して原稿執筆 を行い、

業者 の選定 を行 い、本報告書の刊行 を した。
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3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織

主体者 熊谷市教育委員会

(1)発 掘調査

昭和61年 度

教 育 長

教育次長

社会教育課長

社会教育課長補佐

社会教育課振興係長

主査

主任

主事

主事

関根 幸夫

岡田 詮

茂木 優

高田 普通

北 俊明

山川 建

米澤ひろみ

寺社下 博

金子 正之

(2)整 理 ・報告書作成事業

平成14年 度

教 育 長

教育次長

社会教育課長

社会教育課担当副参事

社会教育課長補佐

社会教育課文化財保護係主幹兼係長

主査

主査

主査

主事

発掘調査員

発掘調査員

発掘調査員

飯塚誠一郎

小林 武夫

岩田 隆

田中 英司

藤原 清

金子 正之

寺社下 博

浅見 敦夫

吉野 健

松田 哲

加藤 隆則

渡邊 大士

船場 昌子

薩鰯 山地

d

ト
↑

≡ 丘陵 匿調 台地 口 低地

第1図 埼玉県の地形図
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II遺 跡 の立地 と環境

三ヶ尻遺跡は、熊谷市大字三ヶ尻字天王2956番 地1他 に所在し、JR高 崎線籠原駅から南へ約2km、 荒

川から北へ約2km、 利根川から南へ約8kmに 位置する。

遺跡の所在する三ヶ尻地区は、熊谷市の西部にあた り、櫛挽台地の荒川寄 り東縁辺部及び一部妻沼低

地の新荒川扇状地上にある。櫛挽台地は、寄居町末野付近 を扇頂に、荒川の両岸に広がる洪積扇状地で

ある荒川扇状地の荒川左岸側の一帯が浸食されてできた ものである。そして、妻沼低地は、利根川及び

その支流により形成された沖積地であ り、熊谷市の大半を覆 っている沖積扇状地の新荒川扇状地(熊 谷

扇状地)と 自然堤防が広がる地区に分 けられる。本遺跡は、その荒川左岸の櫛挽台地東縁辺部の標高約

50m前 後に立地 し、低地 との比高差は約6m程 度である。

次に、本遺跡 を中心に櫛挽台地及び妻沼低地における歴史的環境の一端 を簡単に見てい く。

まず、旧石器時代から縄文時代であるが、この時期の遺跡の発見例 はきわめて少ない状況である。旧

石器時代で知 られているのは、平安時代の住居跡覆土中か ら出土した、籠原裏遺跡の黒曜石製尖頭器が

唯一の例である。縄文時代になると、櫛挽台地上 さらには妻沼低地にも発見例が若干増える。早期では

櫛挽台地上、深谷市東方城跡から尖頭器が確認されている。妻沼低地の寺東遺跡では前期関山式土器が、

櫛挽台地上の遺跡である本遺跡内の林遺跡では黒浜式期の集落が確認されている。前述の寺東遺跡でも

中期か ら後期 にかけての敷石住居跡、埋甕、土坑が確認 されている。後期に至ると、妻沼低地の寺東遺

跡で称名寺式期の埋甕を伴 う土坑等が発見されてお り、また豊富な土器群が検出された入川遺跡や深町

遺跡 も知 られる。また、深谷市に目を転 じてみると、妻沼低地の自然堤防上で発掘調査された本郷前東

遺跡 ・原遺跡 ・上敷免遺跡 ・前遺跡等などの中期後葉から後期の遺跡が存在する。このことか ら、熊谷

市だけに限 らず深谷市においても妻沼低地の自然堤防上に生活の場を展開していったことが窺える。

縄文時代晩期か ら弥生時代前半にかけての熊谷市内の発見例 はほとんどなく、縄文時代晩期の深谷市

の妻沼低地では、前述の遺跡を継承 した位置に再び集落が営まれたようである。

次に熊谷市内において本格的展開の知 られる遺跡は、現段階では弥生時代中期まで待つことになる。

妻沼低地上では須和田式期の再葬墓が16基発見された横間栗遺跡が、櫛挽台地上では同じく須和田式期

の壷が発見 されている三 ヶ尻遺跡内の上古遺跡が知 られる。さらに妻沼低地上で再葬墓群や土器を伴う

土坑が検出されている遺跡は、深谷市上敷免遺跡 ・明戸東遺跡、妻沼町飯塚遺跡 ・飯塚南遺跡が知 られ

る。上敷免遺跡では包含層から県内初の前期遠賀川式土器が出土している。市の東部の低地上 に所在す

る北島遺跡 ・平戸遺跡 ・前中西遺跡 も同時期の遺跡 として挙げられ、北島遺跡でも再葬墓、土器棺墓、

土壌墓群が、前中西遺跡では土器棺墓 と方形周溝墓 の2タ イプの墓制が同時に発見されている。また、

行田市小敷田遺跡では関東地方で最 も古い段階の須和田式期の方形周溝墓が検出されている。一方、同

時期の集落や住居跡が検出されている遺跡 としては、妻沼低地の関下遺跡 ・飯塚南遺跡 ・池上遺跡が存

在する。中期後半の ものは深谷市宮 ヶ谷戸遺跡 ・清水上遺跡で中部高地系櫛描文土器が出土 している。

後期には妻沼低地の各地に遺跡が見 られ始め、深谷市明戸東遺跡 ・妻沼町弥藤吾新田遺跡 ・東沢遺跡 ・

前中西遺跡 ・行田市池守遺跡が存在する。明戸東遺跡 ・東沢遺跡 ・池守遺跡では吉 ヶ谷式土器が、弥藤

吾新田遺跡では南関東系の弥生町式土器が出土している。

古墳時代に入ると、古墳は台地 ・自然堤防等の微高地 に形成 され、集落は台地ばか りでな く低地の自
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然堤防上にも営 まれるようにな り、次第に遺跡数 も増加傾向にある。前期では、妻沼低地に大 きく遺跡

が展開している。横間栗遺跡 ・根絡遺跡 ・別府条里遺跡 ・一本木前遺跡 ・中耕地遺跡、深谷市清水上遺

跡 ・明戸東遺跡 ・東川端遺跡 ・宮ヶ谷戸遺跡 ・本郷前東遺跡 ・上敷免遺跡、弥藤吾新田遺跡、小敷田遺

跡等がある。横間栗遺跡では住居跡が3軒 、根絡遺跡では住居跡が13軒検出されてお り、根絡遺跡、弥

藤吾新田遺跡等は比較的大規模な集落 と推定されている。

墓域の存在 としては、上敷免遺跡 ・東川端遺跡等で方形周溝墓群が検出されてお り、特に東川端遺跡

第2号 方形周溝墓からは、パレススタイルの大型壼が出土している。

中期の様相は、他の時期 と比べて不明な点が多いが、集落が大規模に展開 してい くのは中期後半以降

となるようである。市東部に所在する北島遺跡 ・中条遺跡内の権現山遺跡 ・常光院東遺跡 ・前中西遺跡

等で遺構 ・遺物が検出されている。北島遺跡では住居跡か ら須恵器の慮を模倣 した土師器小型壺が、権

現山遺跡では出現期の竈をもつ住居跡が検出されている。また、集落内の祭祀は東川端遺跡で確認され

てお り、遺物が集中的に分布 している谷 にむかう斜面部で剣形滑石製模造品が検出されている。 また、

古墳に目を転 じてみると、数 こそ少ないが、妻沼低地の福川の自然堤防上に横塚山古墳が存在する。 こ

れは、B種 横刷毛の埴輪をもつ前方後円墳(後 円部は一部欠損)で ある。

そして、後期 になると遺跡は爆発的な増加をみる。台地ばか りでな く自然堤防上にもさらに積極的に

進出を図っていったようである。そして、集落は、古墳時代後期から奈良 ・平安時代へ と継続 して展開

する大規模な ものが市内では目立つようになる。櫛挽台地上及び新荒川扇状地上では、樋の上遺跡で古

墳時代後期か ら平安時代の住居跡が90軒 以上検出され、 このうち古墳時代後期のものは14軒以上 を数え

る。また同遺跡内の上辻 ・下辻遺跡で も後期から平安時代の住居跡が50軒以上検出され、本報告の集落

とは小さな谷を挟んでいるが、一連の ものと判断できる。三ヶ尻遺跡内の天王遺跡で も後期の集落が検

出されている。一方、妻沼低地の自然堤防上では、一本木前遺跡 ・天神下遺跡 ・根絡遺跡 ・原遺跡 ・東

川端遺跡 ・新屋敷東遺跡 ・本郷前東遺跡 ・上敷免遺跡 ・砂田遺跡 ・柳町遺跡 ・城北遺跡 ・居立遺跡 ・飯

塚南遺跡 ・妻沼町道ヶ谷戸遺跡等が存在する。一本木前遺跡では後期を中心 に奈良 ・平安時代の住居跡

第2図 掲載遺跡一一覧表

1三 ヶ尻遺跡2樋 の上遺跡3東 遺跡4黒 沢館跡5黒 沢遺跡6若 松遺跡7庚 申塚遺跡8松 原遺

跡9社 裏北遺跡10社 裏遺跡11社 裏南遺跡12壷 遺跡13拾 六間後遺跡14堂 西遺跡15籠 原裏遺跡

16在家遺跡17新:ヶ 谷戸遺跡18奈 良東耕地遺跡19水 押下遺跡20稲 荷木上遺跡21下 河原上遺跡22奈

良氏館跡23天 神下遺跡24土 用 ヶ谷戸遺跡25一 本木前遺跡26中 耕地遺跡27西 通遺跡28東 通遺跡

29横塚山古墳30寺 東遺跡31別 府氏館跡32別 府城跡33別 府条里遺跡34石 田遺跡35関 下遺跡36横

間栗遺跡37根 絡遺跡38深 町遺跡39入 川遺跡40西 別府館跡41西 方遺跡42西 別府廃寺43西 別府祭

祀遺跡44原 遺跡45玉 井陣屋跡46高 根遺跡47天 神前遺跡48兵 部裏屋敷跡49御 蔵場跡50弥 藤吾新

田遺跡51道 ヶ谷戸遺跡52飯 塚遺跡53飯 塚南遺跡54清 水上遺跡55前 遺跡56居 立遺跡57城 北遺跡

58柳 町遺跡59砂 田遺跡60ウ ツギ内遺跡61原 遺跡62明 戸東遺跡63新 田裏遺跡64新 屋敷東遺跡65

本郷前東遺跡66上 敷免北遺跡67上 敷免遺跡68八 日市遺跡69幡 羅太郎館跡70宮 ヶ谷戸堀 ノ内遺跡

71東 川端遺跡72城 下遺跡73東 方城跡74庁 鼻和城跡75幡 羅遺跡

1三 ヶ尻古墳群II在 家古墳群III玉 井古墳群IV籠 原裏古墳群V別 府古墳群VI広 瀬古墳群

VII坪井古墳群VIII石 原古墳群IX上 増田古墳群X木 の本古墳群
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が300軒 以上検出されてお り、当該期の祭祀跡も発見 され、臼玉 を伴い土師器圷等の土器が折 り重なるよ

うに出土 した。城北遺跡では住居跡157軒 が検出され、住居跡内から人骨、馬・牛等の獣骨が多数出土し、

特 に人骨が住居跡か ら検出された例 はあまり知 られていない。

一方、古墳 を見てみると群を形成 して築造されているのがわかる。本遺跡の南に分布する三ヶ尻古墳

群のほか、櫛挽台地上には別府古墳群 ・在家古墳群 ・籠原裏古墳群 ・深谷市木の本古墳群、新荒川扇状

地上には玉井古墳群 ・広瀬古墳群 ・坪井古墳群 ・石原古墳群、妻沼低地上には深谷市上増田古墳群のほ

か中条古墳群等が分布する。これらは概ね6世 紀か ら7世 紀、ないしは8世 紀初頭 にかけて形成された

古墳群である。三ヶ尻古墳群は、前方後円墳の二子山古墳 を盟主墳 とする100基 以上の古墳で構成される

大古墳群であるが、現在で も61基の所在が確認されている(消 滅・半壊を含める)。別府古墳群では、農

夫の埴輪が出土 している。籠原裏古墳群は川原石乱石積の胴張型横穴式石室を有する古墳群であるが、

7世 紀末の築造 と考えられる八角形の墳形をもつ古墳の存在が知 られており、終末期の古墳の様相、さ

らには後述す る8世 紀初頭創建の西別府廃寺 という初期寺院 との関係においても見逃すことのできない

発見である。玉井古墳群に含まれると考えられる新ヶ谷戸遺跡1号 墳でも川原石使用の胴張型横穴式石

室が発掘調査 によって発見されている。広瀬古墳群中の宮塚古墳は、上円下方墳 という特異な墳形を今

に残 し、熊谷市唯一の国指定史跡 として知 られている。

古墳時代後半に自然堤防上の微高地に形成された集落の多 くは、増減はするものの奈良 ・平安時代へ

と継続 されてい く。新屋敷東遺跡 ・明戸東遺跡は、竪穴式住居 を主体に少量の掘立柱建物で構成された

集落である。他には、上敷免遺跡 ・柳町遺跡 ・東川端遺跡 ・清水上遺跡 ・根絡遺跡等が挙げられる。奈

良時代 には、 この地域 も律令体制 に組み込 まれていき、別府条里遺跡等が見 られる。このころの中心的

遺跡 は櫛挽台地上に見 られ、この地域には幡羅郡が設置され、台地上に 「原郷」の地名が残る。 ここに

は、前述のとおり西別府廃寺が存在する。二度の発掘調査 によって寺域を区画する大溝、伽藍配置は不

明であるが基壇跡、瓦溜まり状遺構等 とともに軒丸瓦 ・軒平瓦 ・丸瓦 ・平瓦が多量に出土 している。瓦

は8世 紀初頭から9世 紀後半のものまで確認されており、県内でも滑川町寺谷廃寺に次いで最 も古い建

立の寺院の一つとして認識されている。また、その北西約200mの 湯殿神社裏の湧水箇所には西別府祭祀

遺跡が所在 し、奈良時代を中心にする古墳時代後期か ら平安時代 までの、県内で も類例がほとんどない

水辺の祭祀遺跡である。また、深谷市の幡羅遺跡では総柱倉庫群が発見され幡羅郡衙の正倉 と考えられ

てお り、西別府廃寺、西別府祭祀遺跡 とともに幡羅郡衙を考える上で重要な遺跡群である。すなわち、

西別府廃寺は、幡羅郡の郡寺的な機能 を有すると考え、周辺の古墳群を形成 した有力氏族 との関係 も想

定できる。他 に、奈良 ・平安時代の集落遺跡 としては、在家遺跡 ・籠原裏遺跡 ・拾六間後遺跡 ・堂西遺

跡 ・一本木前遺跡 ・飯塚南遺跡 ・新 ヶ谷戸遺跡 ・奈良東耕地遺跡 ・不ニノ腰遺跡 ・高根遺跡等がある。

一本木前遺跡の1ユ世紀初頭の住居跡からは、瑞花鴛鴛八稜鏡が出土 し、県内初の住居跡出土例 として注

目されている。

平安時代末から中世になると、武蔵七党やその他の在地武士団の館跡が散在するようになる。別府城

跡 ・別府氏館跡 ・西別府館跡 ・玉井陣屋跡 ・奈良氏館跡 ・黒沢館跡 ・兵部裏屋敷、深谷市東方城跡 ・庁

鼻和城跡 ・幡羅太郎館跡等であるが、いずれの居館 も実態は詳細不明である。その中で残 りの良いもの

の中に、別府城跡がある。別府氏の居館で方形の敷地に土塁の一部 と空堀を良 く残 している。また、三ヶ

尻地区に所在する黒沢館跡は、発掘調査 によって出枡形に張 り出して台形に全周する堀 ・土塁の一部 ・

6



2箇 所の虎口 ・柱穴跡 ・土壌 ・集石遺構等が検出され、渡辺皐山の記 した 「訪腿録』に残 る 「黒沢館跡」

の記載 と遺構が合致した貴重な例である。遺物 としては、14～15世 紀の年号が記載された板石塔婆や

15～16世 紀の瀬戸 ・美濃窯製品や内耳土器、土師質土器等が出土している。 また、その北側に所在する

樋の上遺跡でも、15～16世 紀の土壌 ・集石遺構 とともに比較的深 くコーナーをもつ溝跡 が検出されてお

り、館跡の一部である可能性が考 えられている。墓域 としては、三ヶ尻遺跡内の天王遺跡・樋の上遺跡・

若松遺跡 ・社裏北遺跡 ・社裏遺跡 ・社裏南遺跡等が挙げられ、櫛挽台地及びそれを仰 ぐ新荒川扇状地上

に分布する。樋の上遺跡 ・若松遺跡では土葬墓 ・火葬跡等が検出されている。 また、黒沢館跡及び樋の

上遺跡の南西に位置する社裏北遺跡 ・社裏遺跡 ・社裏南遺跡では土壌墓群が、台地上の天王遺跡で も墓

地群が検出されている。

また、台地の縁辺部に位置する西別府地区の西方遺跡では中世から近世にかけての150基以上 もの土堤

墓群が検出されている。

しかし、中世以降は調査例が少な く、歴史的実態はまだまだ情報不足で不明な点が多い。したがって、

今後の調査成果によるところが大 きく、情報の蓄積が期待される。

7
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III遺 跡 の 概 要

1調 査の方法

発掘調査の方法 は、1辺6mの グ リッドを用いて調査 区全体 を網羅で きるように、調査区の長辺 ・短

辺 にて任意 に設定 し、北東隅 をA-1と して南へA・B・C… …、西へ1・2・3… … と呼称 し調査 を

実施 した。

実測作業 を行 うにあた って は、グ リッド交点 に設定 した杭 を基準 に水糸 による1m間 隔 のメ ッシュを

はり、簡易遣 り方 による方法 を用いた。

2検 出された遺構 と遺物

今回の発掘調査 で検 出された遺構 は、縄文時代 の竪穴住居跡3軒 、土坑7基 、埋甕1基 、倒木痕5箇

所、古墳 時代 の竪穴住居跡4軒 、奈良時代 の土坑1基 、平安時代 の竪穴住居跡1軒 、中世 の土坑184基 、

ピッ ト328基 、 その他時期不明 の礎石建物 跡1棟 、集石遺構2基 で ある。 出土 した遺物 は、縄文土器 ・石

器、弥生土器、古墳 ・奈良 ・平安時代の土師器 、須恵器、土製品、中世 の土 師質土器、瓦質土器 、陶器、

古銭、石 臼、五輪塔、近世 の陶磁器、煙管、古銭 な どコンテナ約25箱 分の出土量 であった。

縄文時代 の遺物 は、住居跡 、土坑、埋甕、倒木痕 の遺物 である。

弥生時代 の遺物 は、遺構外 出土 の遺物で ある。

古墳時代 の遺物 は、住居跡、遺構外 の遺物で ある。

奈 良時代 の遺物 は、土坑 の遺物 であ る。

平安 時代 の遺物 は、竪穴住居跡、遺構外 の遺物で ある。

中世 の遺物 は、土坑、 ピ ッ ト、遺構外 の遺物で ある。

近世 の遺物 は、遺構外 の遺物で ある。

9
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IV遺 構 と遺物

1縄 文時代の遺構 と遺物

本遺跡において確認された縄文時代 に属する遺構は、竪穴住居跡3軒 、土坑7基 、埋甕1基 、倒木痕

5箇 所であり、時期は中期後半加曽利E式 ～後期称名寺式期 に比定 される。竪穴住居跡3軒 はいずれ も

調査区外にかかっており、 ともに住居跡の半分ほどの調査 にとどまった。時期は加曽利E式 期である。

土坑7基 も調査区の外縁に分布 しており、加曽利E式 ～称名寺式期に位置づけられる。埋甕1基 は調査

区北西に位置 し、加曽利E式 の浅鉢 を埋設する。倒木痕 は調査区南東に5箇 所が集中する。 このうち3

箇所からは遺物が出土し、縄文時代のものと判断された。残 り2箇 所は遺物の出土が見 られなかったが、

覆土の様相 と位置関係などから該期のものと判断した。該期のいずれの遺構 も本調査区の外縁に分布 し、

集落は周辺にも及ぶものと思われる。

当遺跡の中心 となる中期後半～後期初頭期以外の縄文時代遺物 としては、縄文時代前期後半諸磯a式

の深鉢破片1点 、諸磯c式 の深鉢破片数点、堀之内2式 の深鉢破片1点 、加曽利B式 の深鉢破片1点 、

安行式深鉢破片1点 を確認 している。

(1)竪 穴 住 居 跡

第1号 住居跡(第6図)

B-1・2、C-1・2グ リッ ドに位 置す る。住居跡の東側 半分 は調査 区外 のた め未調査 であ る。北

側 で は第1号 土坑 を切 っている。平面形 は直径約9.5mの 円形で ある。床面 は凹凸が激 し く、南 に向かっ

て緩 やかに下 が る。南壁 は急激 に立ち上 が り、北壁 は緩やか に立 ち上が る。5基 検出 された ピッ トはい

ずれ も北側 に分布 し、深 さはP1=50cm、P4=12cm、P5=32cmを 測 る。

炉跡 は住居跡 中央やや西 よ りに地床炉 が検 出された。掘 り方は南北 にやや長い楕円形 で長軸80cm弱 、

短軸60Cln、 深 さ10cmを 測 る。

出土遺物(第7図 ～第12図)

住居跡床面 お よび覆土中か ら大量 の土器 ・石器が出土 している。遺物 は住居内の全域 に濃密 に分布す

る。本遺跡 の住居跡中、 もっ とも遺物 の出土量が多 くコンテナ8箱 を数 える。

1)土 器(第7図 ～第10図)

第7図1は4単 位小波状 口縁 の深鉢で あ り胴 下半部 を欠損 する。胴上半部 に くびれを もち、 口縁部 に

向かって外側へ広が る。口縁部文様帯 は隆帯 による楕 円形 区画 と渦巻文が組 み合 わ さり、胴部 は2本 沈

線 の懸垂文が8単 位 に垂下 す る。地文 は横 位のLR単 節縄 文であ る。 口径23.Ocm、 現存 高14.lcm。

2は 繋弧文 の土器で胴下半部 を欠損す る。胴上半部 に くびれ を もち、 口縁部 に向かって外方へ直線 的

に立 ち上が り、 口唇部 に至 り緩や かに内湾す る。弧文連結部 には渦巻文が配 される。胴部 は渦巻文か ら

垂下 させた隆帯 によ り4単 位 に配 し、懸垂 文間は弧文や重弧文が充填 され る。 口径21.8cm、 現存高13.8

cmo

3は 連弧文類の水平口縁深鉢で、胴部や底部を若干失っているものの全容のわかる個体である。胴部

中段が張 り、頸部 にくびれをもち、口縁部 に向かって緩やかに外反する。口唇部は外屈し断面三角形に

なる。口縁部直下 には浅い沈線を2条 巡 らせ、円形刺突文列を2段 に配する。頸部には2段 の磨消し連

一12一
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弧文 を10単 位 に、胴 下半部 は波状文 と組 み合わ さった逆U字 状文が8単 位 に配 され、両文様間 は磨消 さ

れる。地文 はR撚 りの撚 糸文 を縦位 に施文す る。 口径19.2cm、 底径6.Ocm、 器高24.3cm。

4は 浅鉢で ある。胴上半部 に最大径 を持 ち、頸部 は くの字 に屈 曲 し、 口縁部 に向かって直線 的に広が

る。口縁部 は無文 で胴上半部 に文様 帯 を持つ。文様 帯 は楕円形 区画文 と渦巻文 によって構成 されてお り、

区画文 内はRL単 節縄文 を縦位 に施文す る。口径39.6cm、 現存高25.4cm。

5は 胴部 中段か ら底部 にか けての破片 である。胴下半部 に最大径 を もち、上半部 に向かってやや くび

れ る。底部 はや や上 げ底 ぎみで ある。3条 一組 の沈線文 を垂下 し、地文 はLR単 節縄文 を縦位 に施文す る。

底径8.4cm、 現存高16.9cm。

6は 胴下半部 か ら底部 にか けての破片 である。地文 は胴部下半 をLR単 節縄文で、上半 をRL単 節縄文

で施文 す る。逆U字 状 の区画文問 は磨消 され る。底径10.4cm、 器 高36.8cm。

7は 口縁部 か ら頸部 にか けての破片であ る。 口縁部 に向 けて外側 へ開 きなが ら緩やか に内湾 して立 ち

上が る。 口縁直下 には2条 の沈線が横走 し、沈線 間は棒状工具 による上下 の交互刺突が施 され る。結果

として口縁部 には、小波状 モチー フが描 出 され る。頸部以下 は欠損 す るが頸部 に も同様のモチー フが描

出 され、瘤状 の突起 が貼付 され る。頸部 は内外面 ともに丁寧 に磨かれ る。 口径22.4cm、 現存高8.1cm。

8は 脚台付 きの有孔鍔付土器で ある。胴部 は50%の 残存率で、脚 台部 は完全 に欠損す る。 口縁 は無文

でやや内側へ向かって直線 的に立 ち上が る。胴上半部 に最大径 を持ち、胴下 半部 に向か って急激 に くび

れ る。胴部 には隆帯 と沈線 に より、楕 円形 区画文や渦巻文 、S字 状文、勾玉状モチー フ等が配 され、RL

単節縄文 とLR単 節縄文が任 意 に充填 され る。 口径12.3cm、 現存高13.9cm。

第8図9～15は 楕円形 区画文 を有す るキャ リパ ー類深鉢 の口縁部で ある。 この うち9・11・12・14・

15は 口縁部文様帯 に楕円形 区画文 と渦巻文 を もった個体 である。9は 波状 口縁 で波頂部 には円孔 を穿つ。

口縁部文様帯 には楕円形 区画文 に渦巻文が組み合わ さった モチーフが描 出され、 区画 内 には縦位 のLR

単節縄文が充填 され る。胴部 は磨消懸垂文が施 され る。10は 胴上半部か ら外反 し、口縁部 は緩やか に内

湾 して立 ち上が る。口縁部文様帯の楕 円形 区画文 内にはRL単 節縄文が縦位 に施文 され る。11は口縁端部

が肥厚 しやや外反す る。 口縁部文様帯 には楕 円形 区画文 と渦巻文 が描 出され る。胴部 との境界 には幅広

の沈線が巡 る。12も 口縁部 が内湾 し口唇部 は肥厚す る。13は 楕 円形 区画文間 に円形のモチーフが配 され

る。

16は キャ リパ ー類深鉢 の口縁部 であ る。地文 の条線文 は、器面 の乾燥が進行 した段階で施文 される。

口縁部 の直下 には2段 の隆帯がめ ぐり、隆帯か らは渦巻文が懸垂 す る。

17～20は 水平 口縁 の〔1縁部直下 に幅広 の沈線 を施す土器であ る。いずれ も口唇部が肥 厚す る。17は 口

縁直 下 に隆帯 を施 す。20は 楕 円形区画文 が施 され、 区画内 はLR単 節縄文が充填 され る。

21～24は 水平 口縁 であ り〔1縁直下 に隆帯 を横走 させ る土器で ある。21・22は隆帯以下 にLR単 節縄文 を

施 す。23は 地文無節縄文 に沈線 による弧状 モチー フが描出 され、モチー フ内は磨消 され る。24の 隆帯以

下 は縦位 の沈線文 が施 される。

25は 口縁直 下 に沈線 を施す。地文 は縦位 のRL単 節縄文 である。26は 楕円形 区画文 であろ うか。沈線 区

画 内には縦位 のLR単 節縄文が施 される。

27～29は 連 弧文類深鉢 の口縁部で ある。27は 口縁直下 に沈線 を2条 施 し、沈線 間 を交互刺突が行われ

る。地文 は縦位 のLR単 節縄文で、文様 は3条 沈線の弧文 が配 される。28は[コ縁部直下 に3本 の横沈線 を
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施 し、以下 に弧文 を描 出する。29は2条 一組 の沈線 を2段 配 した弧文連結部分 は渦巻文が施 され る。

30は2条 一組 の沈線 で弧状 のモチー フが描 かれているが、楕 円形区画文 であろ うか。

31は 口縁端部 に沈線 を施す土器で ある。 口縁直下 に弧状 の隆帯が施 され る。

32～35は 口縁直下 の2条 の沈線間 に棒状工具 に よる上下 の交互 刺突 を施 す土器で ある。結果 として口

縁直下 に小波状 の区画が描出 され る。32は横位 のLR単 節縄 文 を地文 とし、小波状 区画の下位 に沈線 によ

る弧状 モチー フを描 出す る。2条 一組 の沈線 で描 かれ ている弧文 は波状文 であろ うか。32～34は 同一個

体 と思われる。35も 口縁下 において同様 の描 出方法 を とるが、施 文 は粗雑 で小波状モチー フ自体 は崩れ

てい る。

36は 地文 のみの土器で ある。 口縁直下 か らLR単 節縄文が施 され る。

37～39は 口縁直下 には沈線が施 され、縦位 の条線 を地文 に持 つ個体であ る。37は2条 の沈線が横走 し、

沈線上 に刺突文列が施 され る。地文上 に も沈線 によるモチー フが描 出され るが、詳細 は不 明である。

40は 水平 口縁深鉢 の口縁部であ る。 口縁が肥厚 しやや内湾 して立 ち上が る。地文 はもたず、 口縁部 に

は楕 円形 区画文が施 され る。

41は 沈線 に よる逆U字 状 区画 を配 し、 区画間 を磨消 し区画内 を充填す る。

42～51は 地文 を無文 とし、沈線 に より文様が描出 され る土器 である。42は 水平 口縁深鉢 の口縁部か ら

胴上半部破片 である。胴部 はほぼ直立 し、頸部で変換 をむかえ口縁部 に向かい外側 に開 く器形で ある。

32～35と 同様 の文様描出法 により口縁下 に小波状 モチー フを施文 する。胴部 も同様 の小波状 モチー フを

8単 位 に垂下 させ るが、 口縁下 のモチーフよ り崩れてい る。8単 位 に分割 された懸垂文問 は矢羽状 沈線

が施 され る。 口径21。4cm、 現存 高11.6cm。

43・48～51は 矢羽状 モチー フを描出す る土器 であ る。43は 口縁部破片で あ り、沈線 は口縁下か ら施文

され る。 口径20.2cm、 現存 高8.3cm。

44・45・46は 懸垂文 間 に矢羽状 モチー フを描 出す る土器 である。46は2本 一組 の懸垂文 と弧状モチー

フが描かれ る。

52～58は 撚 糸文 を地文 に もつ土器で ある。55はL撚 りの撚糸文 を地文 とし、2条 の沈線 による懸 垂文

と3条 の弧状 モチー フが描 かれ る。56～58は 隆帯 に よって文様モチー フが描 出 される土器で ある。56は

隆帯が垂下 し、そ こか ら渦巻文 や樹枝状 モチー フが派生す る。57も 弧状 モチー フか ら別 の隆帯が垂下 し、

円形 ない しは渦巻状 モチーフが懸垂文 に組 み込 まれ る。58は 弧状の隆帯 中 に渦巻文 を組 み込んだ文様 で

ある。57・58は ともに胎土 に砂粒や小礫 を多量 に含 み同一個体 と思われ る。

59～61は 隆帯 による区画 を し、区画間 に列点文 を施 した土器で ある。61は 胴上半部が張 り、頸部 が く

びれ、この くびれ部 に隆帯 区画が施 され る。胴部 にはRL単 節縄文 を縦位施文 する。59～61は 文様、胎土・

焼成 な どか ら同一個体 と判断 され る。

62も くびれた頸部 に隆帯 区画 をもち、 区画 内は沈線 による上下の交互刺突が行われ る。胴部 の地文 は

RL単 節縄文 であ り、隆帯区画か らは2本 一組 の隆帯 によるモチー フが描 出され る。

63・65・66・70は 磨消 し懸垂文 の胴部破片で ある。63は 縦位 のRL単 節縄文 を地文 とす る。65・66・70

は、幅狭 の磨消 し懸垂文が施 され る土器 で、65・66はLR単 節縄文 を、70はRL単 節縄文 を地文 に もつ。

67は 頸部 と胴部 を隆帯で区画 し、胴部 は磨消 し懸垂文が施 され る。地文 はRL単 節縄文で ある。

64は 隆帯 の懸垂文 を施 す胴部破片 であ り、地 文 はRL単 節縄文 を縦位 に施 す。68・69は2本 隆帯 の懸垂
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文 を施 し、地文 は縦位のRL単 節縄文で ある。

67・71・72は 頸部 の隆帯区画か ら懸垂文 が施 され る土器 であ る。67は 横位の隆帯区画 か ら沈線 による

磨消 し懸垂文が施 され る。71・72は 横位 の2本 隆帯か ら縦位 の2本 隆帯懸垂文が施 され る土器 であるが、

71は 懸垂文 間に沈線 による蕨手状 モチー フが描かれ る。地文 はRL単 節縄文であ る。73は2本 隆帯 による

懸垂文が施 される。地文 は縦位 のLR単 節縄 文であ る。

74・75は磨消 し縄文 の土器で ある。74は地文LR単 節縄文であ り、75は地文RL単 節縄文 を横位 に施す。

76～78は 連弧文類深鉢で ある。76は2本 沈線 に より渦巻文 を描 出 し、 その下位 には弧文 の連結部分が

観 察 され る。78の 文様 は32の 文様 と類似 してお り、 同一個体の可能性 がある。

79は 懸垂文 と蛇行懸垂文 の配 され る土器 である。80は 横沈線か ら3本 沈線で渦巻状文様 を施文す る。

81・82は文様 モチー フを持た ない地文のみの土器で ある。81はRL単 節縄文 を地文 にもつ胴部破片で あ

る。82は 縄文 が羽状 に施文 され る。

83は 地文 が条線文 の土器で浅鉢で ある。横走 す る幅広沈線の上 下で櫛歯状工具 による縦位施文が行わ

れてい るが、沈線下位 が比較的深 く施文 されてい るのに対 し、沈線上位 は施文が浅 く、あたか もミガキ

の よ うで ある。器面成形後 の施文 の結果か、単 な る施文 のタイ ミングに よる差 であろうか。

84・85は 地文 が無文 で、沈線 によ り文様 が描 かれる土器で ある。

86は 無文地 に櫛歯状工具 によ りモチー フが描 かれ る。器面が乾いた段 階での施文 と思われ る。

87～90は 無 文地 に沈線 に よる文様が描出 され る土器 である。87は 隆帯懸垂文 を もち斜行沈線 が施 され

る。88は 格子 目状 に沈線 が施 され た後、2条 一組 の懸垂文 を施文す る。

91～93は 斜行 沈線 の施 された曽利系深鉢の 口縁部 である。91・92は 緩 やかに内湾 しなが ら口縁部 に至

り、 口唇 部 は平坦であ る。93は 外方へ向か って直線 的に立 ち上が る土器 であ る。 口縁部内側 に隆帯 がめ

ぐり、外面の斜行沈線が口縁端部 をまた ぎ、 口縁部 内側 におよぶ。

94・95は 口縁部無文の深鉢 である。94は 若干内湾 して立 ち上が り、 口唇部 は折 り返 されやや肥 厚す る。

95は 頸部で くの字 に屈曲 し、 その まま外方 に直線 的 に立 ち上が る。

96・97は 胴 上半部 に文様帯 をもつ浅鉢 で、地文 は見 られず沈線で文様 が描 出 される。96・97は ともに

沈線 による区画内 に縦位 あ るい は斜位 の沈線 を施 してい る。胴下半部 は丁寧 に研磨 され無文で ある。

98は 底部 と脚台部 との接続部分 であろ う。RL単 節縄文が縦位 に荒 く施文 され、くびれ部辺 りか ら下位

に向かって2条 の沈線が描 出 され る。破片下位 には円孔が見 られ、本来、透か し穴 を有 していた もの と

思 われる。 くびれ部で推定 された直径 は4.6cmで あ る。

99は 突起で あろ うか。上部 は破損 してお り、 さ らに上 方に続 いていた もの と思われる。 また下部 にも

欠損 が見 られ、土器 の器面 に接続 していた もの と思われ る。突起 には沈線 による渦巻文が描 出され てお

り、仮 に これ を正面 とす る と、突起 は右 向 きの弧状 を呈 す る。弧状 の腹側 は成形が不十分 であ り、 この

面 が土器 に対 して内側で あった可能性が ある。

100～102は 縄文後期初頭称名寺 式の深鉢で ある。100は 胴上半部 と下半部 をつな ぐくびれ部 であ る。沈

線 に よ り文様 モチーフが描出 され、モチー フ内はRL単 節縄文充填後、棒状工具 による刺突が繰 り返 され

る。101・102は 地文が無文の土器であ る。101は 胴下半部 であ り、沈線 による文様 が描 出 され、文様 内に

は棒状工具 に よる刺突が施 され る。

103～108は 混入 品である。103は 縦位 のRL単 節縄文 を地文 とし、竹管状工具 によ り木葉状 モチーフを
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第12図 第1号 住居跡出土遺物(6)

01〔lc夏n-・ ・

描出す る。諸磯 式a式 深鉢 であろ う。104～106は 集合沈線文 の施 される諸磯c式 深鉢 である。104は 〔1縁

部破 片で、 内側 か ら外側へ また ぐ耳朶状貼付文が施 され る。集合沈線 は口縁部内外面 にお よび、外面 は

横方向、内面 は斜 方向に施 され る。105・106は 胴部破片で、105は 棒状 と円形の貼付文 が配 される。107

は縄文 時代後期安行式 の精製深鉢であ り、波状 口縁の破底部 にあた る。破底部 には瘤状 の貼付が縦位 に

施 され、そこか ら沈線 と帯縄文 に よる文様が描出 され る。108は 弥生時代 の壷形土器胴上半部 の破片であ

ろう。

2)石 器(第11・12図)

本住居跡 で は覆土 中か ら23点 の石器が出土 している。 その内訳 は打製石斧22点 、磨石1点 であ る。 こ

のうち打製石 斧 は残存率 の高 い もの を中心 に掲載 した。 その中で も特徴 的な ものについて説 明す る。

第11図109～111は 両側縁 に浅 いえ ぐりの入 るタイプで ある。112～120は 台形 を呈す るタイプである。

121・122は 左 右のいずれかに傾 く非対称形 の石斧 である。122～124も 台形 を呈す るが、基部 に対 する刃

部 の比率が大 きい資料 である。129は 基部 を欠損 してお り、両側縁 は深 くえ ぐれ、肩が張 るタイプであ る。

打製石斧 は全体 的 に風化 ・摩滅が著 しか ったが、118の 表面の刃部 において縦方 向の擦痕 を観察 してい

る。110～112、114・118・123～126、128な どは片面 に自然面 をよ く残 す。 自然礫 を素材 にしてい る。

131は 磨 石で ある。扁平 な自然礫 の表裏面 と片側側 縁 に擦痕 が観察 され る。表面 は全体 、裏面 は主に礫

の外縁部 を使 用 してい る。側縁 は繰 り返 しの使 用に よって平坦 な面が形成 され る。
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第2号 住居跡(第13図)

E・F-1・2グ リッ ドに位置 する。東側半分 は調査 区外 のため未検出であ る。他遺構 との重複 関係

は、住居跡北東側で は第6号 住居跡 によって、南側 で は第12・13号 土坑 によって切 られ ている。住 居跡

の掘 り方 はローム土 に達せず黒色土 中に掘 り込 まれてお り、正確 な平面形 を確認 す ることはで きなか っ

た。 そのた め平面プ ランは炉跡 の位置、 ピッ トの配置 、遺物 の分布域 な どか らの推定で ある。

床面か らは炉 跡、埋甕、ピッ トが検 出された。ピ ッ トは12基 検 出 されている。それぞれ の深 さはP1=

50cm、P2=38cm、P4・=34cm、P6=30cm、P7=10cm、P8=20cm、P9=14cm、Pll=40cmで あ

り、住居堤の内側 に位 置す るP7、P8、P9よ りも、外側 に位置す るP1、P2、P4、P6、P11

のほ うが相対 的 に深 く、規模 も大 きい。 またそれ らが弧状 に配置 され ることか らも柱穴 とみな され る。

P1とP3か らは土器 が検 出され ている。

炉跡 は住 居跡 中央 やや西 よりに位置す る。周 囲に円礫 を配 した東西 にやや長 い円形の石囲炉 で、掘 り

方 は長軸80cm、 短軸74cm、 深 さは最深部 で23cmを 測 る。

第13図 第2号 住居跡
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埋甕 は住居 跡南 よ りで検 出された。胴 下半部 を欠損 した加 曽利E式 の両耳壼 を正位 に埋設 してい る。

埋甕の掘 り方 は長軸43cm、 短軸40cmで あ り用い られた土器サ イズ とほ とん ど変 わ らぬ規模 で ある。深 さ

は5cmと たいへん浅 く、確認で きなか ったが、本来、床面 はか な り上位 にあった もの と思われ る。

出土遺物(第14図 ～第16図)

遺物 は覆土 中、 ピッ ト内か ら、 また埋 甕 として土器が 出土 してい る。土器 は天箱 に して2箱 程度 であ

り、石器 は1点 のみであ る。

第14図1は 埋甕であ る。加 曽利E式 期 の両耳壷 で口縁部お よび胴 下半部 を欠失す る。胴上半部 で最大

径 をはか り、胴部正面 には渦巻文が配 され、逆U字 状 の隆帯区画が施 され る。区画内 は横位 のRL単 節縄

文 を充填す る。

第14図 第2号 住居跡出土遺物(1)
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2はL撚 りの撚糸文を縦位施文 とする連弧文類深鉢で、口縁部および底部 を欠損する。頸部 には2条

一組の沈線 による弧文 を描出し
、頸部 と胴部の区画は3条 の横沈線 により行われる。

胴部は全周する個体の50%が 残存しているが、頸部 と胴部を分帯する沈線区画での直径が14cmを 計測

し、器高に対 し径の値が低い円筒状を呈する。現存高19。Ocm。

3は 口縁部～胴上半部にかけて残存する4単 位波状口縁深鉢である。胴部上半がくびれ、頸部に最大

径をもつ。口縁部に向かってやや外側に開きながら内湾 し、波頂部 は緩やかに外反する。頸部 には浅い

幅広沈線 を施 した後、楕円形の刺突文列を巡 らせる。口縁部は無文であり、刺突文列以下の地文は横位

のLR単 節縄文である。胴上半部には幅広沈線による波状モチーフが描出される。

4は 口縁部～胴上半部にかけての水平口縁深鉢である。胴部から口縁部 までほぼ直線的に立ち上が り、

波頂部は緩やかに外反する。口縁部直下には沈線を2段 に巡 らせ、円形刺突文列を施す。胴部 は横位の

LR単 節縄文を地文 とし、沈線による逆U字 状の区画を描出しその中を磨消す。

5は 口縁部～胴上半部 にかけて残存する大型の4単 位波状口縁深鉢である。口縁部直下には波状口縁

に沿った沈線が配され、口縁部無文帯を形成する。胴上半部は膨 らみ下半部に向かいくびれる。胴上半

部には2条 一組の沈線 により大形渦巻文が描出され、沈線区画内は磨消される。地文はLR単 節縄文 を文

様に沿って施文する。

6～11は キャリパー類深鉢の波状口縁 と思われる。6・7・8・10は[コ 縁部が内湾 して立ち上が り、

波頂部で外反する。10は渦巻文が施される。11は楕円形区画文が施文される。

12・13は 水平口縁の深鉢であり、2条 一組の幅広沈線により楕円形区画文が描出される。12は 区画内

外にRL単 節縄文が充填される。13は 口唇部が肥厚し、口縁端部に沈線を施す土器である。

14は波状 口縁深鉢で磨消 し縄文を持つ土器である。地文はRL単 節縄文である。

15・16は 口縁下に沈線 を施 し、口縁部が無文になる土器である。 ともに口唇部は肥厚する。

17も 口縁下に隆帯区画をし、口縁部無文帯 を形成する。地文はRL単 節縄文である。

18は連弧文類深鉢の口縁部であろうか。口唇部が内屈し、水平口縁の直下には2条 の沈線が横走する。

19～21は 磨消し懸垂文の土器である。20はRL単 節縄文 を縦位に施文する。

22・23は 頸部から胴上半部の同一個体の破片である。22は 頸部に竹管状工具 による押引文が横走 し、

胴部には逆U字 状の文様が施される。地文 は無文である。23は 地文が無文で蕨手状文様が描出される。

24は頸部から胴部の破片で地文にLR単 節縄文が施 される。 くびれた頸部には隆帯が施される。

25は地文 に縄文 と条線文をもつ土器である。上段は縦位のLR単 節縄文、中段 は条線文、下段 は縦位の

RL単 節縄文である。それぞれの施文域 は重複 しており、縄文は条線施文 に先行 している。

26・27は 地文が無文で縦位の沈線が施される土器である。26は2本 隆帯を懸垂する。27は横位の隆帯

を施 しそこから沈線が垂下する。

28～30は 地文条線文の浅鉢である。28は水平〔【縁の浅鉢で、口縁部 は緩やかに内湾 して立ち上が り、

口唇部は内屈する。頸部 に横方向の沈線区画を行い、上位は無文帯、下位 は縦位の条線文を施す。

31は浅鉢である。28同様、頸部に横沈線 による区画を行い、上部を無文帯、下部は櫛歯状工具による

縦方向の波状文が施 される。32は 両耳壼の把手である。

33・34は底部破片である。33は胴下半部～底部の破片で、地文 は縦位のRL単 節縄文で2条 一組の沈線

区画内は磨消される。34は底部のみの破片であるが、底面に網代痕を残す。
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第15図 第2号 住居跡出土遺物(2)
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第16図 第2号 住居跡出土遺物(3)

35・36は 後期称名寺式 の深鉢で ある。35は 波状 【コ縁深鉢で波頂部 に突起 を有す る。上半 を欠損 した突

起 は円孔 を有 していた と思われ る。文様 モチーフは沈線 によ り描 出 され、内部 をRL単 節縄文で充填す

る。36は 水平 口縁で小波状 の突起 を持 つ。地文 は無文 で沈線 による区画内には列点状刺突文が配 され る。

37は 本 住居跡 出土 の唯一 の石器で ある。砂岩製 の凹石で 自然礫 の平坦面 に4箇 所 の凹みが穿たれ る。

第3号 住居跡(第17図)

J-6グ リッ ドに位置 す る。他遺構 との重複 関係 はないが、南側半分 は調査 区域外 に位置す るた め未

検 出で ある。第2号 住居跡 同様、平面 プランの確定 がで きなか ったた め、炉跡 や ピッ トの位置、遺物 の

分布 な どか ら推 定 した。推定 された住居跡の規模 は直径約7mの 円形で ある。住居跡 内のピ ッ トは18基

を数 える。分布 は不規則 であ るが、住居跡内で も外側 に分布 する傾 向にある。深 さはそれ ぞれP2=28

cm、P3=6cm、P4=12cm、P5=・22cm、P6=19cm、P7=11cm、P8=6cm、P9=27cm、P10=

18cm、P11=18cm、P14=34cm、P15=10cm、P17=18cmで ある。住居跡の北東、約1mの 地点 にピッ

ト4基 が検 出され ているが、本住居跡 と何 らかの形で関連 してい る可能性が ある。

炉跡 は住居吐 ほぼ中央 に位 置す る石囲炉 であるが、東側 半分 は削平 され 旧状 を留めていない。長軸80

cm、 短軸68cm、 深 さ15cmの 浅 い掘 り方底面 に、長軸35c搬、短軸25cm、 深 さ29cmの ピッ トが穿たれ る。

出土遺物(第18図)

住居肚覆土 より土器 と石器が少量出土 している。完形で出土 した個体 は少 な く、多 くは破 片での出土

であ る。第18図1は 両耳壼 の頸部～胴下半部 の破片で ある。把手部 は確認 されていないが胴 上半部 には

把手の剥落 が観察 される。頸部 は無文 で1条 の隆帯 を貼 り付 ける。胴部 は沈線 による逆U字 状 の区画を

配 し、区画内 をLR単 節縄文 で施文す る。 区画問 は磨消 され る。
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第17図 第3号 住居跡

土層註配

SJ-3

1黄 褐色土(暗 灰褐色土、褐黒色土含む)

2黄 黒灰色土(褐 色土少量含む)
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一=±=======ヨ16。

2は 水平 口縁の深鉢 と思われる個体 で、胴部以下 を欠損 して いる。 口縁部 は外反 して立 ち上 り、頸部

は くびれ、胴 上半部 に向かって緩やか に広が る。口唇部 はやや肥 厚 し内湾 す る。頸部 には棒 状工具 によ

る2条 の沈線 が施 され、胴部 には2条1組 の蛇行懸垂文が施 され る。地文 は同工具 による縦方向の条線

で ある。地文 とな る条線 はモ チー フ同様 、かな り深 く施文 され る。

3は キ ャリパ ー類深鉢 の口縁部で ある。 内湾 して立 ち上が り口唇部 で外反 する。 口縁直下 には沈線が

め ぐり、下位 には渦巻文が施 され る。

4・5は 地文 が条線文 の土器であ る。4は 隆帯 による楕円形区画が施 される深鉢の 口縁部 で ある。5

は3本 沈線 で描 かれた弧文か ら2本 沈線が垂下 する。

6～8は 撚糸文 を地文 に持つ連 弧文類深鉢で ある。6は 口縁下 に小波状 モチー フを配 し、弧文 は3本

沈線 で描 出される。8は2本 沈線 で蛇行懸垂文が描かれ る。

9は 楕 円形 区画 の施 された土器 で、10は 口唇部が外反 し、口縁 に沿 った隆帯が め ぐる。

11～13は 磨消 し懸垂文 を施 す土器 である。11は 頸部 と胴部 に横方 向の隆帯が め ぐり、そ こか ら磨消 し

懸垂文が施 される。14は 隆帯懸垂文 を施す。15・16・17は 磨消 し縄文 を持つ深鉢の胴部破片 であ る。

18・19は2本 沈線 による懸垂文が施 され る。18は 横位 、19は 縦位 のRL単 節縄文 を地文 に もつ。
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第18図 第3号 住居跡出土遺物
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20は 地文 にRL単 節縄文 を施 し、 くびれ部 に5条 の沈線 を横走 させ る。

21～24は 地文縄文 である。21は 口縁端部 が内屈 す る。23・24はRL単 節縄文 を地文 に もつ。

25・26は 地文 が条線文 の土器で ある。26は 浅鉢 で横方 向の浅 い幅広沈線 が施 され る。

27は 内湾 す る口縁部破片で 口縁直下 に沈線 の施 され た隆帯 を巡 らせ る。隆帯下 は斜位 の沈線 を施す。

28は 隆帯懸垂文が、29は 沈線 に よる懸垂文が施 され、懸垂文間 は斜位 ない しは横位の沈線が施 され る。

30・31は 地文 が無文 の土器で ある。30は 矢羽状沈線が施 され る。32は 口唇部が肥 厚す る。

33・34は 打製石斧 である。33は 正面に 自然面 を明瞭 に残す。34は 正面 に大 きな剥離面 を残 す。

(2)土 坑

第1号 土坑(第19図)

B-2グ リッ ドに位置 し、東側 を第1号 住居跡 に切 られ る。壁 は緩 やかに立 ち上 が り、底面 は西か ら

東 へ緩やか に下が る。2層 上面か らは5～20cmほ どの礫 が30点 ほ ど面 的に出土 してい る。現存す る土坑

掘 り方 の規模 は長軸148cm、 短軸76cm、 深 さ70cmを 測 る。

出土遺物(第20図)

覆土か らは縄文土器破片が数点 出土 したが、 いずれ も小片 で図示で きる もの は1点 のみで ある。1は

地文 に条線 を施 した深鉢の頸部 か ら胴上半部 の破片であ る。頸部 には2本 の隆帯 を横走 させ る。

第2号 土坑(第19図)

A-3グ リッドに位 置 し、北側 は調査 区外 にかか ってお り未検 出で ある。底面 は西 か ら東へ緩やかに

下が る。現存 す る規模 は長軸144cm、 短軸68cm、 深 さ40cmを 測 る。

出土遺物(第20図)

覆土か らは縄文土器破 片が20点 ほ ど出土 した。1は 地文 にLR単 節縄文 を持 つ胴部破片であ る。2は 地

文がRL単 節縄文 に沈線 を垂下 させ る胴部破片 である。3は 沈線 に よる横S字 文 を連続 させ た ものを2

段 に配す る。4は 底部付近 の破片 である。2条1組 の沈線 を懸垂 する。地文 は横位 のLR単 節縄文 である。

5は 条線 を地 文 とす る頸部付近 の破片で、くびれ部 に2条 の沈線 を横走 させ る。6は 地文が無文 であ り、

沈線 による鋸 歯状文 をモチーフ とす る。7は 打製石斧 である。刃部 と基部 の～部 を欠損 してお り、正面

にはわずか に自然面 が残 る。両面 に素材の剥 離面 を大 きく残 し、両側 縁 には周辺加工 を施 す。

第3号 土坑(第19図)

B-3グ リッ ドに位置 し、第2号 土坑 とは1.4mの 距離 にあ る。平面形 は円形 を呈 し、規模 は長短軸 と

もに80cm、 深 さは36cmで ある。底面 は比較 的平坦 であ り、壁 は急 に立 ち上 がる。

出土遺物(第20図)

覆土 か らは加 曽利E式 の縄文土器 破片が10数 点、石器1点 が出土 した。1はLR単 節縄文 を地文 に も

ち、沈線 に よる弧状 モチーフを描 く土器 であ る。2～5は 地文が条線 の土器 である。2は 隆帯 お よび沈

線 を垂下 させ る。4と5は 横方向の沈線 を施 す同一個体で ある。4は 横沈線か ら2条 一組 の沈線 による

蛇行懸垂文 を施 し、5は 弧文 と渦巻文 を描 出する。6の 打製石斧 は基部 と刃部 の一部 を欠損 す る。

第4号 土坑(第19図)

B-6グ リッ ドに位置 し、後述す る第1号 埋甕 とは2.8mの 距離 にある。南北 に長い楕 円形 を呈 し、規

模 は長軸120cm、 短軸93cm、 深 さ43cmを 測 る。底面 は平坦で あ り、壁 は比較的急 に立 ち上 が るが、南壁 に
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土層註記

SK-1

1暗灰褐色土(下 層に礫包含)

2暗 褐色土

3暗 黄褐色土

SK-2

1黄掲色土

2暗黄褐色土

3黒褐色土

4暗黄褐色土

h『

塗

」く

・・1L
___ヒ___」 ∴鋤

S[←4

1暗 黄褐色土(礫 多量に含む)

2暗 黄褐色土(明 黄褐色土)

3暗 黄褐色土(土 器包含)

4暗 黄褐色±(礫 、土器多量に含む)

第19図 第1～7号 土 坑
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限 り壁上部 で外側 に開 く。覆土 はブロック投入土 である。

出土遺物(第20・21図)

底面 か ら覆 土下層 にかけては大量 の礫 を伴 って、多 くの称名寺式期 の縄文土器破片、少量 の石器が出

土 した。大型破片が比較的多 く、また接合関係 を持 つ ものが少 な くない。破片数 として は130点 を数 える。

1～3は 口縁部 が外反 して立ち上が る称名寺式深鉢で 口唇部 は内屈 する。 これ ら3点 は同一個体 と思

われ る。4・5は 沈線 モチー フ内 を条線 で充填 する称名寺式深 鉢であ る。5は 口縁部破 片で胴上半部が

くびれ、口縁部 に向かって緩やか に外反 す る。6は 底部破片であ る。

7は 黒色緻 密安 山岩製 の礫器で ある。両 刃を持 ち下部 は自然面 を多 く残す。混入品の可能性 もある。

8は 水平 口縁の称名寺式深鉢で あ り、頸部 に くびれ を もち、口縁部 に向か って緩やか に外反 する。地

文 は無文 で沈線 により文様モチー フを描 き、列点状刺突 を施 す土器 である。 口径45.5cm。

9・10は 称名寺式深鉢で同一個体 と思われ る。9と10の 文様 が どの ように接続す るのかは、残存部位

の関係 に より把握 で きなか った。9は 口縁部 か ら胴上半部 の破 片で4単 位波状 口縁であ る。 口縁端部 は

くの字 に屈 曲 し、波頂部 には楕円形 の円孔が観察 され る。4単 位 の波状 口縁の一方 には大 きな突起が配

され る。突起 の両側 面 には沈線 による渦巻文が施 され る。地文 は無文 で沈線 によ りモチーフが描かれ る。

10は 胴下半部 ～底部 である。 口径27.6cm、 底径5.Ocm、 現存高40.1cmで ある。

第5号 土坑(第19図)

E-6グ リッ ドに位置 し、第60・61号 土坑 と近接す る。平面形 は不整 ではあるが南北 に長 い台形 を呈

す る。規模 は長軸200cm、 短軸110cm、 深 さ32cmを 測 る。底 面 は平坦 である。

出土遺物(第21・22図)

覆土 中～下 層に縄文土器破片 を比較 的多 く包含す る。破 片数 にする と約100点 ほどである。

1は 連弧文類深鉢で 口縁直下の沈線 間に、上下 の交互刺 突 による小波状モチー フを描 出す る。地文 は

L撚 りの撚糸文 であ り、胴部文様帯 は口縁部 と胴部中段の2本 沈線 に より区画 され る。区画 内は上段の

3本 沈線 に よる連弧文、下段の3本 沈線 に よる波状文で構成 され る。

2は 地文が櫛歯状工具 による縦位 の波状文 の土器であ る。3は 地文条線文の浅鉢 の胴部破片 である。

4は 地文 を無文 とし沈線でモチー フを描 き出す。沈線 区画 内はRL単 節縄 文で充填 され、棒状工具で刺

突文 が施 され る。緩や かに内湾 して立 ち上が り、 口唇部 は肥厚 す る。

5は 称名寺 式深鉢 の胴 くびれ部 であ る。6は 隆帯が懸垂 す る胴部破片で ある。沈線 に より文様が描出

され、横位 のLR単 節縄文 で区画内 を充填す る。

7・8は 浅鉢 の口縁部で ある。7は 水平 口縁 で口唇部 が外反 す る。胴部 は屈曲 し上半部 に文様が施 さ

れ、下半部 は丁寧 に研磨 され る。文様 は沈線 による区画 を行 い、区画内をRL単 節縄文で充填 し、棒状工

具 による列点 を施 す。8は 屈曲部 をもたず内湾 して立ち上 が るが、胴部 の最大径 にあた る位置 に縦方向

の刻 みを もつ 隆帯が巡 る。地文 はな く沈線 に より文様 が描 出 され る。9は 長円形 を呈 す る突起 で、中央

には円孔 を有 す る。

10は 称名寺式 の水平 口縁深鉢であ る。胴下半部がやや張 り中段 で くびれ、 口縁部 に向かって外方へ緩

やか広が る。 口縁 に貼 り付 けられた長 円形 の突起 は2単 位 であ り、貼 り付 け部のみ小波状 となる。突起

か らは刺突 の加 わった隆帯懸垂文 が胴上半部へ垂下 し胴部 中段 の くびれ部 に至 る。 くびれ部 には口縁部

と同様 の突起 が配 され、隆帯懸垂文が垂 下 し、胴 上半部 の反復が行われ る。文様 は沈線 に より描 出され、
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沈線 区画内部 をRL単 節縄文 によって充墳す る。 口径44.7cm。 現存高54.2cm。

11は 称名寺式の波状 口縁深鉢 である。胴上半部 が強 く張 り中段で くびれ る。波頂部 には突起 がつ き、

そ こか らは隆帯 懸垂文 が施 される。文様 は沈線 によ り描 出 され、沈線 区画 内はRL単 節縄文 によって任意

に充填 され る。現存高18.3cm。

12・13は 打製石斧であ る。12は 基部 を、13は 刃部 の一部 を欠損 してい る。12・13と もに自然面 をよく

残す。

第6号 土坑(第19図)

J・K-3グ リッドに位 置す る。平面形 は不整 円形 を呈 し、規模 は長軸91cm、 短軸80cm、 深22cmを 測

る。底面 は平坦で あ り、壁 は比較 的緩やか に立ち上 が る。覆土 には5～40cm程 度 の礫が、上層下層 を問

わず大量 に包含 されてい るが、上層 での礫 の広が りは著 しい。

出土遺物(第23図)

出土遺物 は縄文土器の小 破片が50点 ほ ど出土 してい る。

1は 連弧文類深鉢で ある。弧文 は3本 沈線 によって施 され る。2・3は 撚 糸文 の土器で ある。3は 頸部

に隆帯 区画が巡 り、 そ こか ら隆帯 に よる懸垂文が垂下 す る。4はRL単 節縄文が縦位 回転 される。

5は 口縁部 か らは隆帯懸垂文 が垂下 し、それ を起点 として沈線 による弧文が重 なる。曽利系であ ろう。

6は 自然礫 を用 いた凹石兼磨 石であ る。正面 の中央平坦面 には6箇 所の窪みが確認で き、凹石 として

用い られてい るが、 同時 に擦痕 も認 め られ、磨石 として も用 い られている。擦痕 は窪 みをさけた、礫平

坦面 の外周 に部分的 に観察 され る。特 に正面左下部 に観察 された擦痕 は稜が形成 され、高頻度の使 用が

推測 され る。左下部 に縦走す る、2条 の浅 い窪 みは左一長 さ10。2cm、 幅2.2cm、 右一長 さ7.4cm、 幅2.3cm

を測 る。裏面 は磨石 としてのみ使 用 されている。正面 に比 して礫平坦面 の面積が広 く、擦痕 は平坦面の

ほぼ全域 に観察 される。平坦面 のほぼ中央 には長 さ14.Ocm、 幅2.2cmの 縦走す る浅 い窪 みが観察 され、高

頻 度の使 用が推測 され る。正面で2条 、裏面で1条 観察 された浅 い窪 みは長 さは異な るものの、幅 は近

似 した数値 を測 り、同一使用 目的の可能性 が考 え られ る。

7・8は 打製 石斧 である。7は 中央 に深 いえ ぐりが入 る。周辺加工 は荒 く施 され る。

第7号 土坑(第19図)

1-6グ リッ ドに位置 する。平面形 は東西 に軸 を持 つ長方形で ある。規模 は長軸311cm、 短軸61cmを 測

り、深 さは26cmと 浅 い。底面 は平坦で あ り、壁 は緩やか に立ち上 が る。

出土遺物(第23図)

覆土か らは縄文土器破片が二、三十点出土 している。

1は 浅鉢で ある。胴部 とは横方向 の沈線で区画 され胴部 はRL単 節縄文が施 され る。

2・3は 胴 部破片であ る。2は 沈線 を懸垂 し、3は 磨消 し懸垂 文 とな る。4は 胴部破片であ る。横方

向の隆帯 を境 に上位 を縦位 にLR単 節縄文、下位 に櫛歯状工具 による縦位 の波状文 を施 す。5も 櫛歯状工

具 に よる縦位 の波状 文が施 される口縁部破片であ る。6は 地文が無文 で、沈線 によ り懸垂文 と列 点状刺

突 が施 され る。7・8は 隆帯懸垂文が垂下す る土器 で、7は 縦位 の、8は 斜位 の沈線文が施 され る。

9は 水平 口縁 の浅鉢であ る。沈線 に より口縁部 と胴部 を画 し、 口縁部 は無文、胴部以下 は縦方向の条

線文 が施 され る。
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(3)埋 甕

第1号 埋甕(第24図)

C-6グ リッ ドに位置 し、第4号 土坑 とは2.8

mの 距離 にあ る。掘 り方は長軸78cm、 短軸62cm

の南北 に長 い長円形 を呈 し、深 さは17cmを 測 る。

土器 は掘 り方の北西壁側 に集 中 して埋設 されて

いる。

第25図1・2の 土器 は同一個体 の加 曽利E式

浅鉢で、頸部～胴 部中段 にかけての土器であ る。

1は 掘 り方内の外側 に逆位 で、2は その内側 に

正位で、入れ子状 に埋設 されていた。

1は 逆U字 状区画 を10単 位 に配 し、区画内 は

棒状工具 によ り横線 や弧線 を充填 し、 区画文 問

は蕨手状文 を描出す る。1・2と もに器面の風

化 ・摩滅が進 むが、2は 特 にその進行が著 しい。

1は 現存高18.5cm。2は 現存高15.Ocm。

匪0・40_旦'

響
土層貫主記

1黒 色土(ロ ー一ムブロ ックを少量含む}

一 工3。

第24図 第1号 埋甕出土状況

第25図 第1号 埋甕出土遺物
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(4)倒 木 痕

第1号 倒木痕(第26図)

もっ とも北寄 りに確認 され てお り、G・H-2グ リッドに位置す る。東側が調査 区外 にあた り未検出、

中央 は撹乱 に よって破壊 され ている。現存す る長軸 は3.5mで あ り、平面形 はほぼ円形 であ る。底面 はフ

ラッ トであ り安定 している。土層 には明瞭 な捻転が観察 され るが、転倒方位 は不明であ る。

出土遺物(第28・29図)

覆土 か らは大量 の縄文土器破 片 と少量 の完形個体、石器が出土 した。1は4単 位波状 口縁 のキ ャリパー

類深鉢 で、 口縁部か ら胴部の一部 まで残存 する個体で ある。口縁部文様帯 は隆帯 による渦巻文 と楕 円形

区画文 に よって構成 され、区画内 はLR単 節縄文 が充填 され る。胴部以下 はほ とん ど残 っていないが、沈

線 による懸垂文 と蛇行懸垂文が施 される ようである。 口径32.8cm、 現存高16.2cm。

2は 口縁部か ら胴上半部 にか けての水平 口縁深鉢であ る。外側へ 向かってほぼ直線 的に立 ち上が る。

口縁部文様帯 と胴部以下 に分 けられ、口縁部 は隆帯 によって渦巻文が6単 位 に配 され る。胴部 は渦巻文

下位 か ら2条 沈線 による懸垂文 が施 され、 同 じく6分 割 され る。懸垂文間 には波状文 や弧文、 コの字状

文 な どが幅広沈線で施 され るが、器面 の乾燥がかな り進行 した段階で の施文なのだ ろうか、文様 は非常

に浅 く施 され る。 口径 は17.Ocm、 現存高 は10.4cm。

3は 両耳壺で ある。 口縁部 は無文 で胴部 に文様 帯 をもつ。両者 は隆帯 によって区画され る。胴部 文様

帯 は沈線 によって楕円形 に区画 され、無節縄文が充填 され る。左右 の把手の接続位置 は胴部文様帯 の幅

に一致す る。胴下半部 は縦 方向の条線が施 され る。 口径23.6cm、 底径7.Ocm、 器高34.Ocm。

4は キャ リパー類 深鉢の口縁部文様帯で、楕円形 区画文 間には沈線 による円形 区画文が描出 され、楕

円形 区画文内 はLR単 節縄文が、 また、円形 区画文内 は円形刺突文 が施 され る。

5は キャ リパー類深鉢 で、 口縁部 は小波状 を呈 す る。 口縁部 は内湾 して立 ち上 が り、 口唇部 で肥 厚 し

外反す る。 口縁直下 には小波状 に沿 った幅広の沈線 が施 され、波頂部で断絶 す る。文様 は沈線 によ り楕

円形 区画文 を施 し、区画内 は縦位 のLR単 節縄文 を施文す る。6は 浅 鉢であ ろうか。頸部 に隆帯がめ ぐ り、

そ こか ら上部 を無文 とす る。楕 円形 区画文が配 され る。 区画 内はRL単 節縄文 を横位 に施文す る。

7は2本 隆帯 による弧文 か ら2本 の隆帯懸垂文 が派生す る土器で ある。地文 はRL単 節縄文 である。楕

円形 区画文 どうしの接 点には円文が施 され る。8は 磨消 し懸垂文 が施 され る胴部破片であ る。地文 はRL

単節縄文 を縦位 回転 す る。9は 水平 口縁深鉢 であ り、口縁部 は無文 で、無文部以下 はRL単 節縄文 が施文

され る。

10は 隆帯 による懸垂文が施 され、地文 は縦位 の沈線文で ある。11は 内屈 した口縁端部 に沈線 が巡 り、

これ と直行 す るように短沈線が施 され る。文様 は口縁部直下 に2条 の沈線 が巡 り、下位 に山形 の沈線が

描 かれ る。地文 はRL単 節縄文 である。

12は 地文条線文 の土器で、13は 地文 にRL単 節縄文 をもつ土器で ある。

14・15は 打製石斧 である。14は 正面 に自然面 を明瞭 に残 し、周辺加工 が行われ る。刃部 は欠損 す る。

第2号 倒木痕(第26図)

G・H-2グ リッ ドに位置す る。北東 で第20号 土坑 に、南東で第21号 土坑 に切 られ る。平面形 は南北

に長 い不整 方形 を呈 し、長軸455cm、 短軸265cm、 深 さ65cmを 測 る。倒木方位 は不明であ る。底面 は中央

が最 も低 く、浅 い播鉢状 を呈す る。
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第1号 倒木痕

第3号 倒木痕

第2号 倒 木痕

A50.50 A,

%

A50,50 婆.

土層註記

第1尋 倒木痕

1褐黒色土

2暗褐色土

3褐色土(褐 黒色土、ロームブロック含む)

4褐 黒色土(褐 色土、ロームブロック含む)

5暗 黄褐色土

6褐 色土(ロ ームブロック多量に含む)

7褐 色土(ロ ームブロック少量含む)

8褐 色土(ロ ームプロソク多量に含む)

第2号 倒木痕
1褐黒色ま二

2褐 灰色土

3黄 灰色土

4褐 黒色土(ロ ームブロック含む)

5灰 黄色土

6暗 黄灰色土

7黄灰色土

第3号 倒木痕

1暗黄灰色土

2黒褐色土(ロ ームブロック含む)

3灰 黄色土(ロ ームプロソク含む)

4暗灰色土

5褐 黒色土

6暗 褐色土

第4号 倒木痕

1暗 灰黄色土

2黄 灰色土

3暗灰黄色土・灰黄色土

4黒 色土

5黒褐色土

02m
-」1・6。

第26図 第1～4号 倒木痕
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樋0・50 」ぎ

止層註籠

第5矧 到木痕

1褐黒色士

2褐 灰黒色土(ロ ームブロック含む>

3褐 灰黒色土(ロ ームフロック多量に禽む)

4暗 褐色土(黒 褐色土、ロームブロック含む)

5暗黄灰色土(ロ ームブロック含む)

6灰褐色 ヒ

ー ヨ16。

第27図 第5号 倒木痕

出土遺物(第29図)

覆土か らは数点の縄文土器破 片が出土 した。1は 水平 口縁の 口縁部 である。頸部 は くびれ無文であ る。

2・3は 磨消 し懸垂文の胴部破 片である。2は 地文 に縦位 のRL単 節縄文 を もっ。

第3号 倒木痕(第26図)

1-2グ リッ ドに位置す る。 東側半分 は調査 区外 にあた り未検 出で あ り、北側 で第8号 土坑 に切 られ

る。長軸 は348cm、 深 さは60cmを 測 り、底面 は凹凸がやや激 し く、壁 は緩やか に立ち上が る。土層 には捻

転 の様子 が明瞭 に観察 され る。

出土遺物

出土遺物 は見 られ ない。

第4号 倒木痕(第26図)

G-3グ リッ ドに位置 し、他遺構 との重複関係 はない。平 面形 は不整 円形で あ り、長軸408cm、 短軸295cm

を測 る。底面 はほぼフラ ッ トで あ り、壁 は比較的急 に立 ち上がる。深 さは50cmを 測 る。倒木方位 は東である。

出土遺物

出土遺物 は見 られない。

第5号 倒木痕(第27図)

G・H-2グ リッ ドに位置す る。東側 を第25号 土坑 に切 られ る。平面形 は南北 に長 い不整形 を呈 し、

長軸408cm、 短軸325cm、 深 さ60cmを 測 る。底面 はほぼフラッ トであ り、壁 は緩やか に立 ち上 がる。土層

には捻転 が明瞭 に観察 され る。倒木 方位 は南東 と思われ る。

出土遺物(第29図1)

石器が1点 出土 している。1は 正面 を石皿、裏面 を凹石 として使用 している。正面 はかな り使用 され

てお り使 用面 が深 く窪 む。裏面 は6箇 所 の窪みが確認 され る。
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(5)遺 構 外 出 土 遺 物

1)土 器(第30～34図)

当遺跡における遺構外出土土器の分布は縄文時代の遺構の分布 と一致を見せてお り、調査区の北端、

東端、南端などの外縁部で多 く出土する。時期 としては縄文時代前期後半か ら後期後半 までを見ること

ができるが、 このうち主体 となるのは中期後半加曽利E式 土器であり、天箱にして30箱 を数える。後期

初頭の称名寺式土器 も散見され、天箱2箱 を数える。縄文前期後半諸磯c式 、後期中葉堀之内式、後期

後半安行式な どもわずかに見 られるが、破片数点にとどまる。ここではこれ らの土器群 を、以下のよう

に時期 ごとに大別 し説明を行 う。

第1群 土器…前期後半の土器を一括する。

第II群 土器…中期後半の土器を一括する。

第III群土器…後期初頭の土器を一括する。

第IV群 土器…後期中葉の土器を一括する。

第1群 土器(第31図8～13)

8～13は 前期後半諸磯c式 土器である。8～11は 地文集合沈線に耳朶状貼付文のつく深鉢の口縁部で

ある。8は 表裏両面 に斜方向の集合沈線が施 され、口縁が外反 して立ち上がるタイプの土器である。9・

10は 口縁が屈曲するタイプの土器で口唇部には斜方向、屈曲部下位には横方向の集合沈線が施される。

9と10は 同一個体 と思われる。11は 口縁が緩やかに内湾する。12・13は 同一個体で器面に弧状の結節沈
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線文 が描 出 され る。13は 弧文 の連結部分 に2個 の円形貼付文 を配 す る。

第II群 土器(第30図1～7、 第31図14～34図127)

第30図1は キ ャリパ ー類深鉢 の口縁部 であ る。 口縁部 は緩やかに内湾 し頸部 は強 くくびれ る。 口縁部

文様帯 には2条 一組 の弧状隆帯が連続 し、文様帯上端 を区画す る隆帯 と接続す る。接続部分 に は渦巻状

の文様 が描 出 され る。口縁部 はL撚 りの撚糸文 の縦位 回転、胴部 は横位回転施文 す る。口径36.5cm、 現存

高11.8cm。

2は キャリパ ー類 の深鉢 であ り、頸部 はハの字状 に広が り、 口縁部 はほぼ直立 して立ち上 が る。成形

は非常 に丁寧 であ る。口縁部 には隆帯が め ぐり、渦巻文 によって区画 された内部 をRL単 節縄文 で充填 す

る。頸部 は無文 で あ り、2本 隆帯 によって胴部以下 と区画す る。 口径42.2cm、 現存高15.6cm。

3は 水平 口縁の キャリパ ー類深鉢で、口縁部全周の30%程 度 の破片で ある。口縁部 は緩やか に内湾 し、

口唇部 は肥 厚す る。文様 は渦巻文 と楕円形 区画文が融合 したモチー フであ り、4単 位 に配 され るもの と

思われ る。区画内 はRL単 節縄文が充填 される。 口径22.8cm、 現存高7.Ocm。

4は 頸部か ら胴 上半部 の破 片である。頸部 は無文 であ り縦方向 に研 磨 され る。2条 の浅い幅広沈線 間

に円形刺突文列 を配 し頸部 と胴部 を画す る。胴部 は蕨手文 と逆U字 状 の区画 が交互 に8単 位 に配 され る。

区画 内はLR単 節縄文 を地文 とし、沈線 によ りS字 状 文が描 かれる。3と 同一個体 になる可能性があ る。

5は5単 位の波状 口縁深鉢 であ る。胴部中段 に くびれを もち、胴上半部 で最大径 を測 る。 口縁部 に向

かって緩やか に内湾 して立ち上が る。 口縁部直下 には沈線 がめ ぐり、文様 帯 は胴上半部 と下半部 に分 け

られ る。胴上半部 の文様 帯 は幅の狭 い波状沈線文 を描 出 し、胴下半部 はこれ に対応 しなが ら、逆U字 状

文 が施 され る。地文 は縦位のRL単 節縄文 である。 口径24.8c猛 、底径7.6cm、 現存高25.8cm。

6は 器面全体 に縦位の条線 が施 された、浅鉢ない しは両耳壷 の胴部破片 と思われ る。現存高22.2cm。

7は 水平 口縁 の小型深鉢で ある。口縁直下 に沈線 が巡 り、器面全体 に櫛歯状 工具 に よる縦位 の条線が

施 され る。 口径15.Ocm、 底径5.Ocm、 器高16.8cm。

14～17は 渦巻文 を持つ[コ縁部の破片である。14は 口縁下 に隆帯 を巡 らせ、楕円形 区画間 に渦巻文 を配

した土器 と思 われる。15は 波状 口縁深鉢 で口縁 に沿 って弧状 の隆帯 が巡 る。 内湾 して立 ち上が るが、 口

唇部付近 で くの字 に外反す る。地文 はLR単 節縄文 であ る。16は 内湾 して立 ち上が り、口唇部付近 で緩や

か に外反 する土器 である。隆帯 によ り渦巻文が描 出され る。17に 描 出された幅広沈線 による渦巻文 は非

常 に浅 く、器面 の乾燥 の進 んだ段階で施文 された もの と思われ る。

18・19は 円形 区画文 を描 出す る土器であ る。18は円文 内にRL単 節縄文 を、19はLR単 節縄文 を充填 する。

20～32は 連弧文類深鉢 である。20～27は 口縁部直下 に2条 ない し3条 の平行沈線が施 され る。20～22

は2条 の沈線 間 に棒状工具 に よる上下の交互刺突が施 され、結果 として小波状 モチー フが描 出 され る。

20・26・30は2本 一組 、21・28・29は3本 一組 の沈線で弧文が描 かれ る。28は 最下段の弧文 か ら2条 沈

線の懸垂文 が派生す る。29は 弧文 と口縁部文様帯下端 の横沈線 との間に 「()」 状モチー フが描 かれ る。

31～33は 撚 糸文 を地文 とす る土器で ある。31は2本 一組 の沈線 によって渦巻状 モチー フが描 かれ るが、

弧文連結部 に配 された ものであろ うか。32はR撚 りの撚糸文 を横位 に回転施文 する。33はL撚 りの撚糸

文 を横位施 文 し、2本 隆帯 によって弧文 を描 出 し、隆帯間 は磨消 され る。

34～39・47は 口縁部 に横位 の隆帯 区画 をめ ぐらせ、口縁部 を無文 とす る土器 である。34・35は 横 位の

隆帯 区画か ら派生す る隆帯 懸垂文が伴 う。38と39は 横位 の隆帯 区画 にRL単 節縄文 を横位施文 す る。
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40～46は 口縁部 に横位の沈線 区画 を施 し、 それ よ り上位 を無文 とし下位 に縄文 を施 した土器で ある。

45・46は 胴部 に沈線 による波状 モチーフが描出 され る。文様 モチーフ内は無文であ る。

48～50は 口縁下 に円形刺突文 列 を伴 う土器で ある。48は口縁部 に沿 った浅い沈線 上 に刺突文列 を施 し、

口縁部 を無文 とする。胴部 は沈線 によ り逆U字 状文 を描出 し内部 を磨 消す。49はLR単 節縄文 の地文が 口

縁部 まで施文 され る。 口縁下 に2段 の浅 い横沈線 を施 し、 この沈線上 に刺突文列 を2段 に配す る。50は

隆帯 渦巻文 の施 され る土器で、 口縁下 に円形刺突文列 を波状 に配 す る。地文 は無文であ る。

51～54は 口縁部 に楕 円形 区画文 を有 す る土器で ある。51は 楕 円形 区画文 内を縦位のRL単 節縄文 で充

填す る。52は 口唇部 に至 り緩やか に外反 する波状 口縁深鉢 であ る。53・54は 楕円形 区画文内 をRL単 節縄

文で充填 す る。

55～58は 地文 が無文 の土器で ある。55・56は 横位 の矢羽 根状沈線 を描 出す る土器で、58は 文様 の上位

に2条 の幅広横沈線 を施す。57は 沈線 に よる蕨手状文が施 され る。58は 口縁端部 に沈線 が施 される。

59～73は 隆帯懸垂文 を施す胴 上半部～底部破片で ある。59は 横 方向の2本 隆帯 によ り頸部 と胴部が画

され、そ こか ら2本 の隆帯懸垂文 と1本 の蛇行懸垂文が垂下す る。地文 は縦位のRL単 節縄文 であ る。63

は縦方向 に隆帯 が懸垂 し、隆帯懸垂文か らは左右 に弧状 の隆帯が派生す る。60・62・64・65・70・71は磨消 し

懸垂文の土器 であ る。66～69・73は2本 一組 の隆帯 による懸垂文 の施 される底部付近の破片 である。

74は 磨 消 し縄文 の土器 である。地文 はLR単 節縄文 を縦位 に施文す る。

75～78は 沈線 による逆U字 状 の区画 をもつ胴部破片で ある。

80～94は 磨 消 し懸垂文 の土器で ある。80はRL単 節縄文の地文上 に蛇行懸垂文が施 され る。86は横位 の

LR単 節縄文 の地文上 に懸垂文 および蛇行 懸垂文 が施 され る。95は 地 文が無文 で隆帯懸垂文 が施 され る。

96～99は 波状 の条線 が縦位施文 され る土器 で、99は 磨消 し懸垂文が施 され る。100～104は 地文条線文

の土器で、100は 隆帯 に よる蛇行懸垂文 が施 され る。105は 横方向の浅い隆帯 を境 として上位 に縦位 のLR

単節縄文 を、下位 に縦位 の条線文 を施す土器 であ る。106・107は 櫛歯状 工具 による縦方向の施文 が、比

較 的 まば らに行われ る土器 である。

108～110は 底 部 を一括 す る。109は 脚台部で表面 は縦方 向に丁寧 な研磨 が見 られ る。底径6.8cm。

1H～H8は 地文が無文で沈線 によって文様 が描 出 される土器で ある。1Uは 隆帯懸垂文が垂下 し、懸垂

文 間に重弧文が描 出され る。112は 口縁 が折 り返 され肥 厚 し、口縁下 に幅広沈線が横走す る。沈線下 は斜

位 の沈線が施 され る。113は 隆帯 が垂下 し、縦方向の沈線 を施す。115は2本 の隆帯懸垂文 を垂下 させ、

斜位 の沈線 を施す。U6は 沈線 に よる格子 目文が描 出 され、隆帯 による蛇行 懸垂文 が施 される。

119は 胴部文様帯 を もつ浅鉢 である。地文 は無文 で渦巻文や方形沈線 区画が描 出され る。沈線 区画内 は

縦位 の沈線が充填 され る。ユ20～123は 口縁部無文帯 の浅鉢 である。横沈線 によって口縁部 と胴部が 区画

され、120～122は 胴部以下 に縦位 の条線文 を、123はRL単 節縄 文 を施文 す る。

124・125は ともに口縁部が肥 厚す るタイプの土器で、124は 口縁部 に楕 円形 区画文 を描 出 し、 区画 内を

RL単 節縄文 で充填す る。125は 口縁下 に幅広沈線 を巡 らせ、それ以下 は縦位 のLR単 節縄文 が施 され る。

126は 口縁部無文帯 を有す る土器 であ る。胴部以下 との区画 をもたないが、胴部 以下の地文 であるLR

単節縄文 は屈 曲部 を起点 にして横位 に施 される。ユ27は口縁部 が無文 である。浅鉢であ ろうか。

第III群土器(第34図128～143)

128～131は 磨消 し縄文 によ り文様 モチー フが描 出され る称名寺式深鉢 である。128は 口縁部 がわずかに
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肥 厚す る。130は モチーフ内をRL単 節縄文で充填す る。131は 波状 口縁で口縁部 が肥厚 し、口縁端部 には

沈線 がめ ぐる。132は 磨消 し懸垂文の土器であ り、地文 は櫛歯状工具 による条線文で ある。

133～138は 地文 が無文 で沈線 による文様 モチーフ内に列点状 刺突文 を描 出する土器で ある。139も文様

モチー フ内に刺突 を行 う点 では同 じで あるが、その描 出方法 において異 なる。140は モチー フ内に刺突 を

伴わ ない。

141～143は 波状iコ縁 の波頂部 につ く突起 であ る。141は 上部 に平坦面 を もち、沈線 による渦巻文が描出

され る。142は 突起 中央 に円孔 を持つ長 楕円形 の鰭状 の突起であ る。

第IV群 土器(第34図144・145)

144は 堀之 内2式 深鉢 の胴部破片で ある。平行沈線間 にはRL単 節縄文が充填 される。

145は 加 曽利B式 深鉢 の口縁部であ る。土器外面 は無文で あるが、口縁部 内面 に4条 の沈線 が施 され る。

2)石 器(第35～37図 、第1表)

本遺跡 か ら出土 した石器 の総数 は打製石斧81点 、磨製石斧3点 、礫器1点 、磨石3点 、敲石1点 、凹

石4点 、石皿3点 である。遺構外出土石器 とした ものには表採 資料 や試掘調査時 に出土 した資料 も含 め

てお り、 この うち残存率の良い資料 や特徴 的な資料 を図示 した。以下 では これ らの資料 を器種 ご とに分

け、必要 に応 じて説明 を加 えてい く。なお計測値 につ いて は第1表 に示 した。

打製石斧(第35図146～ 第36図169)

図示 したのは24点 で ある。形態 によ りい くつか のタイプ に分類 され る。両側縁 に浅 い えぐりの入 るタ

イプ(146～153)、 台形 を呈す るタイプ(154～157)、 長 方形 に近 いタイプ(158～160)、 楕 円形 を呈す る

タイプ(ユ67・168)、 深 いえ ぐりが入 り、 明瞭 に肩 のはるタイプ(170～173)、 分銅型(174)な どに分 け

られ る。自然面 を明瞭 に残 す個体が比較的多 く、中 には158の ように正面、裏面 ともに自然面 の観察で き

る個体 もある。全体的 に風化 ・摩滅 が著 し く、 ほ とんどの個体 において使用 は観察で きなかった。

磨製石斧(第36図170～172)

3点 出土 している。170は基部が若干欠損 する ものの完形 に近 い個体 である。表面 は丁寧 に研磨 され る。

171は 基部 のみの個体で ある。全体的 に丁寧 に研磨 され るが、両側面 の研 磨 は特 に丁寧で ある。基部上

面 か ら両側面 の上方 にか けて は敲打痕が観察 され る。敲打範 囲が研磨範囲 に侵食 してい ることか ら 「研

磨→敲打」 の先後関係が理解で きる。破損部位縁辺 にも敲打痕 が観察 され る ことか ら、磨製石斧 として

機能 を失 った後、敲石 のような用途 に転用 された もの と判 断 され る。

9は 刃部側が欠損す る個体 であ る。全体的 に研磨 は丁寧 に行 われ ている。

敲石(第36図173)

173は 細長 い 自然礫 を用いた もので、縁辺の一辺 に敲打痕が観察 され る。敲打範囲 には使用 中の欠損 と

思 われる、風化 の進 んだ剥離が見 られ る。

磨石(第36図 ユ74)

自然礫 を用い正面 と側面の一 方に擦痕が観察 され る。正面 は上部 を中心 に縦方向の擦痕が、側面 は下

部 を中心 に縦方向 の擦痕が観 察 され る。特 に側面下部 は稜 が形成 され、高頻度の使用 が うかが える。

石皿(第37図175・176)

175は 正面 を石皿 として使用 す る他 に、両面 を凹石 として も使 用す る。正面 は皿状 に窪 んだ底面 と立ち

上が り部 に1箇 所ずつ、裏面 には平坦面 に4箇 所の凹み を持 つ。181は 個体の多 くを欠損 する。
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2古 墳 時 代 ～ 奈 良 ・平 安 時 代 の 遺 構 と 遺 物

(1)竪 穴 住 居 跡

古墳 時代 の住居跡 は総数4軒 検出 された。時期 はすべて後期 に所属 する。第4・5・7号 住居跡 は後

述す る中世土坑群 の集 中地点 に検出 され、第6号 住居跡 は分布 が離 れ、東側調査区域外付近 に単独で検

出 された。第4・5号 住居跡 は重複 関係 にあ り、7号 住居跡 と近接 している。 また第6号 住居跡 は縄文

時代 の第1号 住居跡 と重複関係 にある。土層や出土遺 物の観察 か らは第4・5号 住居跡 には若干の時期

差 が認 め られた。時期的 には第4号 住居跡、第5号 住 居跡 、第6号 住居跡 ・第7号 住居跡 という順 に新

し くな ると考 え られ る。

古墳時代以外 では平安時代 の住居跡が1軒 検出 されてい る。古墳時代 の住 居跡 とはやや離れた、調査

区北側 に位置 している。

第4号 住居跡(第38・39図 、第2表)

H-5・6グ リッドに位 置す る。第5号 住居跡、第143・144・147・149・150～153・155・156号 土坑

の他、十数基 のピ ッ トと重複 関係 にあ り、 ほ とん どすべての遺構 に切 られてい るが、唯一第87号 ピッ ト

を本遺構が切 っている。平面形 は他遺構の切 り合 いが激 しく推定であ るが、長軸5.05m、 短軸4.95mの

ほぼ正方形の プランで、面積 は約24.99㎡ を測 る。主軸 はN-75LEを 指す。

住居の壁 はやや傾斜 してお り、壁溝が東壁 の一部 と南壁か ら西壁 にか けて断続的 に検 出 された。溝幅

は10～15cm、 深 さは約15～20cmを 測 る。覆土 は自然堆積 と考 えられ る。

カマ ドは他遺 構 との重複 に より不明であ るが、主軸方向で ある東壁 に設置 され ていた可能性 がある。

柱穴、貯蔵穴 な どは検 出で きなかった。

出土遺物 は住 居の全体 に分布す るが、特 に北西隅 に集中 してい る。遺物 の種類 としては土師器圷 ・甕、

土錘、編 み物石 な どが認 め られ る。土師器圷 は住居跡北西部 の、比較的狭 い位置 に集中 して出土 した。

丸底の土師器甕 は頸部 より上部が欠損 していたが、土圧 による破損 を想定 しうる出土状態 であった。編

み物石 は7点 が南西隅 に纏 まって出土 した。

第5号 住居跡(第38・40図 、第3表)

H-5・6グ リッドに位置 す る。第4号 住居跡、第141・147～150号 土坑墓の他、6基 のピ ッ トと重複

す る。切 り合 い関係 としては第4号 住居跡 を切 り、 その他の遺構 に切 られてい る。住居跡 中央東寄 りで

一部撹乱 を受 け る
。平面形 は、長軸4.03m、 短軸 は推定 であ るが3.35mの やや台形気味 の長方形プ ラン

で、面積 は約13.5㎡ を測 る。主軸 は短軸方向 と推定 され、N-7LEを 指す。

床 までの深 さは約30cmで 、覆土 は自然堆積 と考 えられ る。

カマ ドは土坑 との重複 によ り不 明であるが、北壁 に設置 されていた可能性 が考 えられ る。お そら く、

第147号 土坑付近 と推定 され る。

住居跡の壁 はほぼ垂直の箇所 と、やや傾斜 してい る箇所が認 め られた。壁溝 は東壁 の北東隅付近 に、

長 さ1.4m程 検 出で きた。 その規模 は、幅約13cmを 測 る。柱穴 ・貯蔵穴 な どは検 出で きなか った。

出土遺物 は住居跡全体 に広 く分布 してい る。種類 としては土師器圷 ・甕 、土錘 な どで ある。圷 の出土

が 目立 ち、内面 に放射状 の暗文 を施 した もの も確認 され た。住居の中央部付近 には土錘が纏 まって検 出

されてい る。
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第2表 第4号 住居跡出土遺物観察表
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第3表 第5号 住居跡出土遺物観察表

番号
i器 種 口径
1 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1

5

土師器圷 (12.7) 4.3 一 BJK 明赤褐色 A 60% 口縁部使用 に よる剥離。

2 土師器圷 (12.2) … 一 ABIK 明赤褐色 A 15%

3 土師器圷 (122) 　 一 ABCEI にぶい褐色 B 25% 内外面黒色処理。

4 土師器圷 (13.0) 5.0 ABEHKM 明赤褐色 A 60% 内面放射状暗文。

5 土師器圷 (14.0) 一 一 ABJMN 灰白色 B 20%

6 土師器圷 (13.0) 3.8 一 ABJK 機色 A 75%

7 土師器圷 (13.2) 欄… 一 ABJ にぶい黄褐色 B 2⑪% 外面黒色処理。

8 土師器圷 (14.0) 一 一 ABH にぶい褐色 A 15% 外面黒色処理。

9 土師器圷 (13.8) 一_ 一 ABJK にぶい機色 A 40% 内外面黒色処理。

10 土師器圷 (13.1) 4.7 ～ ABEHJN にぶい褐色 A 40% 内外面黒色処理。

1} 土師器圷 (11.6) (3.7) 　 AJ 榿色 A 20%

12 土師器圷 (11,8) ㎝ 一 ABHK 澄色 A 15%

13 土師器甕 (23.0) 　 一 ABEJKN 榿色 A 10%以 下

14 土師器甕 (16.6) … 一 ABHJMN 榿色 A 10%

15 土錘 長 さ6.2 幅1.4 厚 さL4 黒褐色 一 完存 重 さ11.39。

16 土錘 長 さ6.3 幅1.9 厚 さ1.9
一 黒色 一 一部欠損

重 さ13.79。

17 土錘 長 さ3.1 幅1.2 厚 さ1.3
一

機色 　 欠損 璽 さ3,2g。

18 土錘 長 さ3.0 幅1,6 厚 さ1。6 一 にぶい榿色 一 欠損 重 さ5.49。

19 土錘 長 さ3.2 幅1.7 厚 さ1.6
　 にぶい褐色 　 欠損 重 さ7.09。
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第6号 住居跡(第41・42図 、第4表)

E-1グ リッ ドを中心 に位置 す る。縄文時代 第2号 住居跡 と重複関係 にあ り、本遺構が切 ってい る。

平面形 は一方軸が3.47mを 測 る正 方形 ないしは長方形 のプ ランである。主軸 はN-6LWを 指す と推定

される。

床面 は起伏が激 しく、床 までの深 さは約27cmか ら35cmを 測 る。覆土 は自然堆積 と考 えられ る。

カマ ドは北壁 の調査 区域外付近 において左側の袖が確 認 された ことか ら、北壁 に設 けられていた と考

えられ る。燃焼部 は土層観察の結果、痕跡 のみの確認で あった。最深部 で床面か ら約12cm掘 り窪 め られ

ていた。

壁 はほぼ直立 してお り、壁溝 は北壁 の北側半分か ら西壁 はカマ ドの袖付近 まで検 出 され、幅 は広 い と

ころで約23cm、 狭 い ところで約10cm、 深 さは8cmを 測 る。 また南壁 において も壁溝 を確認 してい る。溝

幅 は平均18cmを 測 り、深 さは平均10cnlを 測 る。柱穴、貯蔵穴等 は検 出 されなかった。

出土遺物 は住 居跡全体 に分布 してお り、土 師器圷 ・甕 ・甑 な どが大型 の礫 を伴 って出土 した。礫 は最

大 の もので長軸50cmを 測 る。遺物 は この他 に縄文土器、打製石斧、勾玉形石器が確認 された。縄文土器

や打製石斧 は、縄文時代 の第2号 住居跡 との重複 に よる混入遺物 と考 えられたが、勾玉形石器 はその用

途所属時期が不明で ある。

!

SJ雪
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第4表 第6号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1 土師器圷 (9.8) … 一 ABJ 榿色 C 10%以 下

2 土師器圷 (10.9) 一 一 ABJ 榿色 C 15% 全体的 に風化。摩滅 著 しい。

3 土師器圷 (11.4) 一 一 ABJ 明赤褐色 B 20%

4 土師器圷 (12.8) 一 一 ABDHJM 燈色 C 20%

5 土師器圷 (12,5) … 一 ABEJ 灰白色 A 20% 内外面黒色処理。

6 土師器鉢 (19.8) … 一 ABCHIM 暗赤褐色 A 1◎% 外面黒色処理。

7 土師器甕 2L4 一 一 ABKL にぶい褐色 A 20%

8 土師器甕 21.8 38.2 3.5 ABHJK にぶい橦色 A 75%

9 土師器甑 　 一 (10.0) ABDHKM にぶい劃 登色 B 10%

10 須恵器甕
一 … … 一 ABCI 灰色 A 胴部 外面平行 叩 き目。内面青海波文。

11 縄文土器深鉢
一 一 一一 ABDGJMN にぶい黄榿色 一… 胴部

12 縄文土器深鉢 一 … 一 ABDGJMN にぶい黄榿色 一 口縁部

13 縄文土器深鉢
一 　 一 ABDHJM にぶい澄色 … 胴部

14 石製品 長 さ14.9 幅7.5 厚 さ3.0
一 一 ほぼ完存 勾玉形用途不明石製品。砂岩製。

15 打製石斧 長 さ7.8 幅4.1 厚 さ1.2
一 　 一 刃部欠損 短冊形 。ホル ンフェル ス製。

ミ

第7号 住居跡(第43図 、第5表)

F・G-5・6グ リッドに位置す る。第102～105・107・109～113・ll8～120・157・169号 土坑や数多

くのピ ッ トと重複関係 にあ り、 それぞれ に切 られてい る。

平面形 は多数の土坑 ・ピッ トに よって切 られて しまってい るが、わずか に確認で きたプラ ンか ら、推

定長軸5.43m、 短軸5.35mの ほぼ正方形 プランで あった と推測 され る。推定面積 は、約29.05㎡ を測 る。

主軸 は不明で ある。

カマ ドは他遺構 との重複が激 し く不明 であるが、可能性 として は、東壁 の北寄 り、 もし くは西壁 に構

築 されていた と考 え られ る。燃焼部、袖 は検 出で きなか った。

柱穴 は3基 確認 された。規模 はP1が 径35cm、P2が 径42×38cm、P3が 径40×28cmを 測 る。その他

ピッ トの規模 はP4が 径28×30cm、P5が 推定長軸90cm、 短軸45cm、P6が 長軸74cm、 推定短軸56cmを

測 る。

壁溝 、貯蔵穴等 は検 出で きなか った。

遺物 の出土量 は少な く、 図示で きたの は土 師器甕3点 で ある。甕以外の個体 は確認 されて いない。

第5表 第7号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1 土師器甕 22.4 … 一 ABEHJKM 榿色 A 30%

2 土師器甕 21.4 … 一 BEHJ 浅黄榿色 A 30%

3 土師器甕 一 一 5.1 ABJM にぶい褐色 C 20%

4 土師器甕 26.4 ㎝ 　 … ABCIJKM 榿色 A 25%

5 須恵器羽釜 　 一 へ

lALN
灰色 A 10%以 下 混入遺物。
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第8号 住居跡(第44図 、第6表)

C-4・5グ リッドに位置す る。第9～11号 土坑、第1号 ピッ トに切 られて いる。

平面形 は、長軸4.40m、 短軸4.17mの やや長方形 のプランで、面積 は約13.35㎡ を測 る。主軸 はN-92°

-Eを 指 し、 ほぼ真東で あった。

床面 はやや起伏が あるが、深 さは20cm前 後 を測 った。覆土 は自然堆積 と考 え られ る。

カマ ドは東壁 のやや南寄 りに設 けられ、煙道 は幅約60cmで 、長 さ約80cm東 を測 る。燃焼部 は床面か ら

約10cm掘 り窪 め られていた。袖 は検 出で きなかった。

壁 はやや緩 い傾斜 であった。

壁溝 、柱穴 、貯蔵穴等 は検 出で きなか った。

＼ /
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0ユOem

ヒ===:====±======:ヨ1

第8号 住居跡 ・出土遺物

藤37
《鱗細 響 灘

一63一



出土遺物 は住居跡全体 、特 にカマ ド内及 びその周辺 において、多器種 にわた る土器 が確認 された。土

師器圷 ・甕 、須恵器蓋 ・圷 ・椀 ・皿 ・甕 な どが見 られた。

第6表 第8号 住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1 須恵器蓋 (17.4) 3.1 　 ABDKN 明褐灰色 C 40% 末 野産。

2 土師器杯 (11.8) 3.3 (7。7) ABI にぶい榿色 A 10%

3 須恵器圷 一 一 5.7 ABHK 機色 C 2⑪%

4 須恵器椀 (16.4) … 一 ABN 暗灰黄色 C 10% 末 野産。

5 須恵器皿 (13.6) 一 一 ABDIM 浅黄色 C 20% 高 台剥落。末野産。

6 土師器甕 (18.6) 一 　 AB 榿色 A 10%以 下

7 須恵器甕 一 一 一 AF 青灰色 A 胴部 外 面平行叩 き目。南比企産。

(2)土 坑

土坑 は1基 検 出 している。時期 は奈 良時代 であ り、 当該期 唯一 の遺構 であった。

第8号 土坑(第45図 、第7表)

1-2グ リッ ドに位置 し、北側 で第23号 土坑 に切 られ、南東 において第3号 倒木痕 を切 る。平面形 は

東西 にやや長 い長方形 を呈 し、長軸227cm、 短軸196cmを 測 る。底面 までの深 さは40cmで あ る。

底面 はやや起伏が ある ものの、 ほぼフラ ッ トで あった。壁 の立 ち上 が りは、やや傾斜 をもち断面形状

が台形 を呈 していた。

覆土上層 の遺構確認面 レベルで は礫 が多量 に散 らぼって検 出 されている。底面直上 には、土師器圷 ・

甕、須恵器圷が検出 された。覆土 は複雑 に堆積 してお り、人為 的に埋 め られた と考 えられ る。

出土遺物 は土師器圷4個 体 、須 恵器圷1個 体、土師器甕2個 体 な どである。出土位置 はいずれ も東側

に まとまって お り、土師器圷3点 を除 くと比較的良好 な状態 であった。

本遺構 は埋 土 の状 態、土器 の出土状態や器種構成 か ら墓 の可能性が考 え られ る。

第7表 第8号 土坑出土遺物観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1 土師器圷 12.8 2.9 AIJ 灰褐色 A 100%

2 土師器圷 (11.6) 一 　 ABCIJM にぶい黄褐色 A 20%

3 土師器圷 (11.6) 一 一 ABCIJM にぶい褐色 A 10%

4 土師器杯 (11.8) 　 一 ABJKM 明赤褐色 A 10%

5 須恵器杯 12.8 3.7 7.0 ABKLN 灰色 B 80% 体部 外面火だす き。末野産。

6 土師器甕 21.2 27.6 3.6 ABEHJKM 榿色 A 70%

7 土師器甕 20.0 26.5 5.5 ABCIKM 機色 A 80%
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(3)遺 構 外 出 土 遺 物

表土除去の際に出土した遺物、遺構外グリッド出土遺物及び表採遺物のうち、当該期の遺物 を掲載す

る(第46図 、第8表)。 遺物の種類 としては、古墳時代後期の土師器圷 ・椀 ・甕、平安時代の須恵器圷な

どが見られた。
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第46図 遺構外出土遺物(9)

第8表 遺構外出土遺物(9)観察表

番号 器 種 出土位置 口径 器高}底 径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考

1 土師器杯 G-2 (10.3) 一 一 ABKN にぶい榿色 A 10%以 下 内外面赤彩。

2 土師器圷 G-6 (12.⑪)
一 　 ABHM 明赤褐色 A 15%

3 土師器圷 E-2 (12.4) 　 　 AHIK 機色 C 15%

4 土師器圷 一括 (12.2) 4.5 一 AHJK にぶい劃登色 B 50% 内外面黒色処理。

5 土師器鉢 G1 10.4 一 ABIJ にぶい褐色 A 15%

6 須恵器圷 B-2 一 一 (6.8) AF 灰色 A 10% 南比企産。

7 須恵器圷 B-1 　 一 (8.0) ABFK 灰色 A 10% 南比企産。

8 土師器甕 一括 (19.3) 　 　 AFHJ 澄色 A 10%

9 土錘 G-6 長 さ3.1 幅1.21厚 さ1.O
I

一 にぶい榿色 　 半欠損 重 さ3。59。
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3中 世 ・近 世

(1)土 坑 ・ピ ッ ト

本遺跡 では土坑 は184基 、 ピッ トは328基 が検出 された。土坑 の分布 は調査 区のほぼ全域 に及ぶが、南

北 はEグ リッ ドか ら1グ リッドまで、東西 は4グ リッ ドか ら調査 区域外 までが特 に集 中する地点で ある。

一方、 ピッ トの分布 もほぼ例外 な く土坑 の分布 と一致 し、両者 の関係 を うかがわせ る。

土坑 問、 ピッ ト間、 また は土坑 とピッ トで互 いに複雑な重複 関係 を見せ、 そこに規則性 を認 めること

はで きない。土坑 の平面 プランは長方形 、楕 円形、 円形、不整形 に大別で きるが、長 方形 プランを呈す

る ものが圧倒 的 に多い。長方形 の土坑 は長軸 が大 き くぶれ るこ とな く、南北か東西の どち らかに向 く場

合が ほ とん どで ある。分布 の規則性 は認 め られないが、主軸の規則性 を指摘す る ことはで きるだろ う。

土坑 の覆土 を見てみ ると、ローム ブロックを含 む1)単 一層ない しは2)複 雑 に堆積 す る複数層、の

二者が認 められ、いずれの場合 において も自然堆積 ではな く、人為 的に埋 め られてい ることを示 してい

る。 また切 り合 い関係 を有 す る土坑間で は覆 土が近似 してお り、重複 を見せ た前後の土坑覆土 に相違 は

ほ とん ど見 られず、 そこに土坑 の短期間の形成 を読 む ことがで きる。機能 の特定 はで きないが、以上 の

事実 を顧慮す るな ら、当遺跡 で確認 された土坑 の多 くは、比較的短期 間に形成 され、人為 的 に埋 め戻 さ

れた もの とい うことがで きる。

土坑 の時期 は、出土遺物 の希少性 ゆえにそのすべてを把握す るこ とは不可能 であったが、少数の出土

遺物 や他時期 の遺構 との切 り合 い関係 を見 る限 りで は中世 の もの と判断 され る。直接遺物 を伴 わない土

坑 がほ とん どで あるが、覆土の観察 と土坑 の群集性 か らは他 の土坑 も該期 の もの と判断 され よう。

当遺跡 で検 出された土坑の うち、第19号 土坑 と第192号 土坑か らは人骨が検 出され、墓坑 とい う機能 を

推定 で きた。以下 では この2基 を個別 に取 り上 げたい。

第19号 土坑(第63図)

G-2グ リッ ドに位置 し、土坑群 の分布 とは離れ る。

平面形 は隅丸 方形 を呈 し、長軸95cm、 短軸41cm、 深 さ

15cmを 測 る。土坑長軸 はほぼ真北 を向 く。土坑底面 は

中央が緩 やか に低 く、壁 はほぼ直立 して立 ち上が る。

人骨 は頭骨 ・頸骨 ・大腿骨 の一部が残存 していた。

検 出状 況か らは頭 位 は北 で、顔 は西 を向 いた屈 葬で

あった ことがわか る。

第192号 土坑(第63図)

1-6・7グ リッ ドに位置 し、土坑群の分布 とはや

はりやや離れ ている。土坑長軸 はほぼ真北 を向 き、平

面形 は方形 に近 く、長軸93cm、 短軸58cm、 深 さ18cmを

測 る。底面 はフラ ッ トで壁 もほぼ直立す る。

人骨 は頭骨 の一部が残 存す るのみである。検 出状況

か らは頭位 は北、顔 は西向 きであ ることがわか る。底

面近 くか らは縄文時代 中期後半加 曽利E式 の深鉢破 片

が出土 したが混入 と思われ る。
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第50図 土坑 ・ピッ ト全体図(3)
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※ 数学のみで表記 した遺構名は 、ピットを示す。
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※ 数字のみで薦己した遺構名は・ピ・トを示す・一 」
、、、。

第54図 土 坑 ・ピ ッ ト全 体 図(7)
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第55図 土坑 ・ピッ ト全体図(8)
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第57図 土坑 ・ピッ ト全体図⑳
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土層註記

SK-34・35・36SK-38・43・45SK-32SK-48・51・52

1暗褐色土(ロ ーム粒子含む)1暗 褐色士(ロ ーム続陰 む)1暗 褐色土(ロ ーム粒子少量含む)1暗 褐色土(ロ ーム粒子含む)

2黒褐色土(ロ ームプロソク・粒子含む)2黒 褐色土(ロ ームブロック・粒子含む)2暗 褐色:ヒ.(ロームプロソク・粒子多量に禽む)2暗 褐色上(ロ ームブロック・粒子含む)
3暗褐色土(ロ ーム粒子多量に含む>3暗 褐色七(ロ ーム粒子多最に含む)3階 褐色土Gよ り黒い>3黒 褐色上(ロ ームブロック含む〉

舘一37・38SK45・464黒 褐色土(ロ ームブコック・粒子、炭化物少量含む)SK-56・57・58
!暗褐色土(ロ ームブロック・粒子多量に含む>1暗 褐色±(ロ ームブロック・粒子含む)Sκ 一51・521黒 褐色土(コ ーム粒子含む)

2瞬褐色土(ロ ームブロック・粒子少量含む)2暗 褐色土(ロ ームブロック・粒子・少量含む)1暗 褐灰色土(ロ ームブロック少量、褐黒色土含む>2黒 褐色土(ロ ームブロック・粒子含む)
SK40～44SK-69・702黒 色土(ロ ームブ1コック有機質、暗黄褐色土含む)3黒 褐色土(ロ ーム粒子を大量に含む)
1暗褐色土(ロ ーム粒子含む)1黒 褐色土(ロ ーム粒子含む)2SK-55・57

2暗褐色土(ロ ームブロックを多量に、粒子を少愚含む)2黄 褐色・卜二(ロームプロックを含む)1暗 灰褐色土1黒 褐色上(ロームブロック・粒子多量に含む)

3暗樹色土(ロ ーム粒了含 む)3暗 褐色土2暗 灰褐色土(ロ ームブロック含む)2暗 褐魚土(ロ ームブロック・粒子多量に含む)

4暗 褐色土(ロ ームプロソク・粒子含む)3暗 黄褐色土.
5暗褐色土(ロ ーム粒子含む)4黒 褐色土

ヒ=======土======ll,6。

第59図 土 坑 ・ ピ ッ ト 断 面 図(1)

-78一



89

81 7776

」こ

諺

止層註記

SK-73

1黒 褐色士(ロ ーム粒子少量含む)

2暗 褐色土(ロ ームブロック・粒子含む)

3暗褐色土(ロ ーム粒子含む)

4黒褐色土(ロ ーム粒子少量含む)

SK-78

1暗 褐色土(ロ ームブロック・粒子含む)

SK-82・85・86

1暗褐色土(ロ ームプロソク・粒子含む>

2暗褐色:ヒ(ロームブロック・粒子多量に含む)

3暗 褐色土(ロ ーム粒子含む)

4暗褐色土(ロ ームブロック粒子多量に含む)

5暗褐色土(ロ ーム粒子、焼:ヒ、炭化物多量に含む)

6焼 七層

60・

饗

舘一893暗 灰褐色士(ロ ームブロック少量含む)

1暗褐色土(ロ ームプロソク含む)4暗 褐色土(ロ ームブロック少量含む)

SK-60・615黒 袴絶 士二(黙)辛背卜生弓虫し・)

1黒 褐色土(ロ ームブロック少量含む)6黒 褐色土

2暗 褐色土(ロ ームプロソク少量含む>SK-63・64・68

3暗灰褐色土(ロ ームブロック少量含む)1暗 褐色土(ロ ームブロック多量に含む)

4暗灰褐色土(ロ ームプロソク少量含む)2黒 褐色土(粘 性強い>

5褐色土3暗 褐色土(ロ ームブロック少量含む)

6暗灰褐色土4暗 褐色土(ロ ームプロソク多量に含む)

7暗 黄褐色土5暗 褐色上(ロ ームプロソク多量に含む)

8暗 黄灰色砂質土SK-101

SK-60・63・651暗 褐色土(黄 褐色土少量含む)

生黒褐色七(ロ ームブロック少量含む)2暗 褐色上(ロ ームプロッ久粒千少量含む)

2暗褐色土(ロームブロック少量含む)

第60図 土 坑 ・ピ ッ ト断 面 図(2)
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SK-103・104

1黄 褐色土(ロ ームブロック多量に含む)

2暗 褐色土(ロームブロック少量、ローム粒子多量に含む)

3暗 褐色土(ロ ームブロック多量に含む)

4暗 褐色土(ロ ームブロック・粒子含む

SK-111・112・113

1暗 褐色土(ロ ームブロック粒子少量含む)

2暗 褐色土(ロ ームプロソク多量、粒子少量含む)

3暗 褐色土(ロ ームブロック、粒子多量に含む)

4暗 褐色土(ロ ームプロッ久 粒子多量に含む)

一 ヨ・,60
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土屡註記

SK一著04・霊114で3

1暗褐色土(ロ ーム粒子少量含む)

2暗褐色土(ロ ームブロック・粒子含む)

3暗褐色±(ロ ームブロック・粒子多量に含む)

4暗褐色土(ロ ームブロック多量に含む)

5黄褐色士(ロ ームブロック・粒子多量に含む)

6黄褐色土(ロ ームブロック少量、

ローム粒子多量に含む)

SK-109

1暗褐色土(ロ ーム粒子含む)

2暗褐色土(ロ ームブロック、粒子多量に含む)

3暗褐色 ヒ(礫多量に含む)

4暗褐色土(ロ ームブロック少量、

ローム粒子多量に含む)

SK-20SK一 等25・126・127・129・13◎

1黒 灰褐色土1褐 色 土(ロ ームブロック多量に含む)

2黒 灰褐色土(ロ ームブロック含む)2黒 褐色土(ロ ームブロック含む)

3黒 灰褐色士3暗 褐色 上(ロ ームブロック含む)

4褐 黒色土(ロ ー ムブ ロック含む)4黒 褐色土(ロ ームブ ロック多量に含む)

5褐 黒色土(灰 黄色土、ロームブ ロック含む)5暗 灰褐色土(ロ ームプロソク多量に含む)

SK-256黒 褐色土(ロ ームブ ロック多量に含む)

1暗 黄灰色土(ロ ームブロック)

SK-92

1暗 褐色土(ロ ー ムブ ロック少量、

ロー ム粒子多量に含む)

2暗 褐色士(ロ ー ムブ ロック多量 に含む)

3黄 褐色土O

第61図 土 坑 ・ピ ッ ト断 面 図(3)
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Slく一133・134・135

1黒 褐色土

2暗 褐色土(ロ ー ムブ ロック含む)

3暗 灰褐色土

4褐 色土 くロームブロック含む)

5黒 褐色土(ロ ームブロック含む)

6暗 灰褐色土

ヒ=-1、6。
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第9表 土坑一覧表

番号 位置(グ リッド) プラ ン 長軸 ×短軸 × 深さ㊥ 出 土 遺 物 時 期 重 複 関 係 備考

9 G4 長方形 250×132x30 SJ8

10 C-4 円 形 152×130x45 SJ8
11 C・D-4 不整形 258×240x54 SJ8

12 F-2 楕円形 107×74×30 SK13、SJ1

13 F-2 隅丸方形 170×124×18 SK12・13、SJ1

14 F-2 不整形 150×63×10 SK13・16、P15

15 F-2 隅丸方形 57×43× 一

16 F-2 長方形 160×26×18 SK]4・15

17 F-2 長方形 78×47×6

18 G-2 楕円形 138×60×10

19 G-2 楕円形 95×41×15 人骨

20 G・H-2 不整形 273×102×40 風倒木2

21 H-2 不整形 241×108×40 風倒木2
22 H-2 長方形 192×90×24 縄文土器

23 H・1-2 長方形 一 ×143×65
SK8

24 1-2 楕円形 86×64× 一

25 H-3 円 形 1ユ6×114× 一 SK27・P6、 風 倒 木5

26 H-3 長方形 110×69× 一 SK27、P6

27 H-3 長方形 (90)×69× 一 SK25・26、P6

28 E-3 楕円形 86×58×34 縄文土器

29 E-3 円 形 80×66×17

30 F-3 長方形 88×72×24

31 F-3 楕円形 70x36×12 縄文土器

32 E-4 不整形 270x(130)×63 縄文土器

33 E-4・5 不整形 150x110× 一

34 E-4 長方形 150×80×24 SK35・36

35 E-4。F-2 長方形 252×116×53 SK34。36

36 E-4 長方形 一 ×74×22
SK34・35

37 E・F-4 長方形 160×63×24 SK38・39・47

38E・F-4

39E-4

40F-4

41F-4

42F-4

43F-4

44F-4

45F-4

46F-4

47E-4

48E・F一 畦

49E-5

501E-5

51E。F-4・5

52E。F-4・5

53E-5

54E-5

55F-5

56E-5

57E・F-5

58E・F-5

59F-5・6

60E-6

61E・F-6

62E-6

63E-5・6

64E-6

65E-5・6

66E-5

67E-5

68F-6

69F-3・4

長 方形(150)×98×

長 方形110×(28)×

正 方形68×62×

楕 円形90×50×

長 方形108×58×

長 方形(142)×74×

長方形74×44×

長方形200×68×

不 明(64)×(38)x

不整形(124)×(80)×

不整形91×90×

長方形142×55×

長方形8⑪ ×50×

正方形166×142×

不整形278×128×

円 形52×52×

円 形68×64×

隅丸方形228×146x

円 形64×62×

長方形(138)×88×

長方形150x(98)×

不整形180×1艇 ×

長方形250×90×

長 方形98×64×

長方形70×47x

長 方形(170)×92×

長 方形98×18×

不整形110×88×

長 方形60×20×

正 方形48×42X

不整形66×55×

不整形108× 縫 ×

15

17

8

8

19

18

16

8縄 文 土 器

32

10

19

14

39

46

34

18

54

54

10

60

48

60

38

9

14

25

44

SK37・39。43

SK37・38・47

SK42・43

SK42

SK40・41

SK38・40・44。45

SK43

SK43・46、P36

SK45

SK36・37・39。48

SK47・52

SK50～52

SK49。51・52

SK49。50・52

SK49～51

SK57・59、P124・125

SK57

SK55・56。58

SK57

SK55、P126～128

SK61～64

SK60

SK60・63

SK60・62・64。67

SK60・63・65・68

SK63・64・66

SK65

SK63

SK64

SK70、P44

～82一
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番号 位置げ リッド) プ ラン 長軸 × 短軸x深 さ㊥ 出 土 遺 物 時 期 重 複 関 係 備考

70 F-3・4 不整形 160×96×8 SK69、P44

71 F-4 楕円形 68×48×52 P37

72 F-4 不整形 90x54×9 P40～42

73 F-4・5 不整形 244x130×58 石臼 中世? SK74・75、P68・70

74 F-4・5 不整形 117×56×56 SK73、P67・68

75 F-4 不整形 188×135×42 SK73・78

76 F・G-4・5 長方形 140×80×52 縄文土器 SK77・78・81・86・87

77 F・G-4 不整形 188×104×40 SK76・79・81、P74～77

78 F-4 長方形 204x107×36 SK75・76・79・80、P73

79 F・G-4 不整形 150x11⑪ ×24 SK77・78。80、P57・62～65

80 F・G-4 不整形 150×138×30 SK78・79、P55

81 G-4・5 長方形 (148)×122×40 縄文土器 SK76・77・89、P77・79

82 F-5 不整形 140×95×28 SK83・85、P139・140

83 F-5 長方形 (200)×1/4×58 SK82・84・85、P117

84 F-5 隅丸方形 (80)x75×10 SK83、P116・117

85 F-5 不整形 160×100×29 SK82・83・86・87、P71・88～91

86 F-4・5 長方形 148×90×52 SK76・85・87、P71

87 F・G-5 長方形 (118)×76×30 SK76・85・86、P82・90

88 G一 畦 楕円形 95×80×52 土錘

89 G-5 不整形 176×105×26 SK81・91、P92～97

90 G-5 長方形 182×116x72 SK91・98

91 G-5 長方形 173×110×51 SK89・90、P150～153

92 G-4・5 楕円形 154×100×58

93 G-4 隅丸方形 108×80×31 SK94・95

94 G辺 正方形 (84)×74×62 縄文土器 SK93・95・96、P81・100

95 G-4 不整形 (122)×(64)×5 SK93・94、P80

96 G-4 楕円形 70×40× 一 土師器圷 7世紀前半 SK94

97 G-4 長方形 130×86×50

98 G-5 長方形 (137)x104x60 SK90・99

99 G-5 不整形 100×44× 一 SK98

100 F-5 円 形 50x49×68

101 F-5 不整形 146×98×60 SKIO2、P137・138

102 F-5・6 長方形 135×109×50 SK101・103、P172、SJ7

103 F・G-5・6 長方形 254×140×76 SK102・104・105・107、P173、SJ7

104 F・G-6 不整形 204×157×76 SK103・113、SJ7

105 G-5 長方形 205×123×70 SK103・106、P155・159、SJ7

106 F・Gう 不整形 120×90× 一 SK105、Pl48・149

107 G6 楕円形 130×80x76 SK103、P/95～198、SJ7

108 G-5 不整形 220×126×67 SK110、P160・164～166

109 G-6 隅丸方形 170×/04×82 SK110、P198。202。204、SJ7

110 G-5・6 長方形 206×(110)×66 瓦質土器内耳土鍋縄文土器 15世 紀後 半 SK108。109、P160・161・163、SJ7

111 G-6 不整形 122×64×70 縄文土器 SK112・113、S∫7

112 G-6 長方形 136×92×42 SK111・113、P219、SJ7

113 G-6 不整形 230×102×43 S]1(104・111・112、P207～209、SJ7

114 F-6 長方形 160×100×30 P177～180

115 F-6 長方形 110×68× 一 SK116

116 F-6 楕円形 130×93× 一 SK115、P181

117 卜6・7 長方形 156×64×14 P190

118 F-6 長方形 142×48× 一 SK119、P223、SJ7

119 F・G-6・7 長方形 150×88× ～ SKII8・120、P223、SJ7

120 F-6、G-6・7 不整形 266×92× 一 須恵器椀(転用硯)縄 文土器 SK119・123、P232、SJ7

121 F-6・7 不整形 (106)×80×37 SK122

122 F-6・7 不整形 150×110×9 土師器圷 6世 紀末～7世 紀初頭 SK121、P224～228

123 G-6・7 不整形 (118>×22× 一 SK120・124、P233

124 G-7 瓢箪形 108×23× SK123、P234

125 H-4・5 円 形 70×64×48 SKI26・127

126 H-4・5 長方形 230×86×20 SK125・127・129

127 H-4 長方形 212×98×32 SK125・126・128

128 H-4 隅丸方形 108×70×54 SK127

129 H-5 長方形 164×122×61 SK126・130

130 H-5 長方形 100×(22)×56 SK129

131 H-5 楕円形 128×50×18

一83一



番号 位置(グ リッド) プラン 長軸 × 短軸 ×深さ←・) 出 土 遺 物 時 期 重 複 関 係 備考

132 H-5 楕円形 104×54x15 PlO8

133 H-4 隅丸方形 130×98×51 SK135、P105

134 H-4 不整形 190×114×10 SK135・138、P107

135 H4 楕円形 (17⑪)×108×49 SK133・134・138、P106・107

136 H-4・5 円 形 124×120×22 SK137・139

137 H-5 隅丸方形 134×1⑪8×24 SK136・138

138 H-4・5 不整形 (120)×88×28 SKI34・135・137、P107

139 H-5 長方形 140×63x34 SK136

140 H-5 長方形 108×80×46 SKI婆1

141 H-5 不整形 444×90×30 SK140、P277、SJ4・5

142 G-5 長方形 16⑪ ×129×32

143 G・Hう ・6 不整形 170×114× 一 SK144、P246、SJ4

144 H-5。6 不整形 ユ62× 一 × 一 SK143、SJ4

145 G・H-6 隅丸方形 168×100x一 SK146、P248

146 G-6 不整形 89×28× 一 SK145

147 H-5 不整形 175×78×38 SK148、SJ4・5

148 H-5 不整形 120× 一 ×24 SK147、SJ4・5

149 H-6 隅丸方形 140×108×20 SK150、P275・276、SJ4・5

150 H-5・6 不整形 166×(132)×78 SK149、P271・273、SJ4・5

151 H-6 隅丸方形 120×92× 一 SKI52～154、SJ4

152 H-6 長方形 138×73× 一 SKI51・153・154、SJ4

153 H-6 不整形 (60)×(32)× 一 SK151・152、SJ4

154 H-6 長方形 144×43× SK151・152・155

155 H-6 隅丸方形 82×54× 一 SK154・156、SJ4

156 H-6 楕円形 112×66× 一 SK155、P286、SJ4

157 G-6 不整形 110×62×18

158 G。H-6 長方形 188×62×54 SKI59・160

159 G・H-6 長方形 187×(39)×60 SK158・160、P251

160 G-6 不整形 134×66×29 SK158・159、P213・249

161 G・H-6・7 不整形 152× ユ20×15 SK162・163、P253。258～260

162 G-6・7 隅丸方形 127Xl10×45 SKユ61・163～165、P253。254

163 G・H-6 長方形 120×(64)× 一 SK】61・162、P253

164 G-6・7 長方形 60×46×14 SK]62・165

165G-7

166G・H-7

167H-6

168H-6

169H-6

170H-6

171H-7

1172H-6E

i73H-6

174H-6。7

175H-6●7

176H-6

177H・1-6

1781-6

179H・1-6

ユ80H-6・7

1811-6・7

1821-7

183」-5

184」-5

185」-5

186J-5

187J-5

188J-5

189J-5

1901-6

1911-6

1921-6。7

不整形(112)×(78)×

不整形108×(24)×

不 整形96×62×

楕円形102×48×

長 方形168×96×

不 整形154×60×

不 整形160× 一 ×

楕 円形92×48×

隅丸方形(100)×74X

不整 形158× 一 ×

長 方形110×82×

長 方形(78)×62×

不整形83×77×

長 方形]5⑪ ×92×

不整形(138)×85×

長方形(114)×55×

不整形(156)×84×

長方形156× 一 ×

楕 円形142×58×

不整形72× 一 ×

長方形218×94×

不整形80×64×

不整形76×54×

不整形(74)×64×

円 形82×80×

円 形80×74×

隅丸方形64×52×

長 方形93×58×

鍋土耳内器土質瓦4

36

44

24

14

44

8

84

24

34

20

22

32

35

18

18

古銭

土師質土器杯

古銭

縄文土器

縄文土器

人骨、縄文土器

15世紀後 半

中世

15世 紀末～16世 紀初頭?

中世

SK162・164、P254～257

P261・262

P263

SK170

SKI69

SKI73・174・179

SK172・174・176

SKI72。173・175・179・180

SK174、P288

SKI73

SK178・179、P292・293

SK177。179・181、P296。297

SK172・174・177・178。180、P293

SK174・179

SK178。182、P297・298

SKユ81、P327・328

SK184

SK/83

SK187

SK186・188、P299

SK187、P299

P3⑪1

P319

一84一



(2)土 坑 ・ピ ッ ト出 土 遺 物

土坑から出土 した遺物は様々な時期の多種にわたるが、土坑に伴う遺物 は、土師質土器圷1点 、瓦質

土器内耳土鍋2点 、石臼1点 、古銭5点 である。土師質土器圷は16世紀のもので、瓦質土器内耳土鍋は

15世紀代のものであろう。古銭5点 はいずれも渡来銭であり、すべて中世 におさまるものである。

これらの遺物の他 に縄文土器、土師器、椀、土錘などが出土 しているが、いずれも混入品 と考えられる。

図示できた縄文土器は9点 である。第189号 土坑で出土した1点 以外はすべて小破片である。時期は中

期後半加曽利E式 ～後期初頭称名寺式期であり、土坑周辺に分布する縄文時代遺構の時期 と一致する。

特徴的なものについて記す と、第189号 土坑出土の2は 口縁部～胴部 にかけて全周の4分 の1が 残存す

る水平口縁の小型深鉢である。口縁部には4単 位の小突起をもち、小突起直下の、隆帯による渦巻文か

らは2本 隆帯が懸垂する。頸部のくびれ部 には隆帯 を巡 らせる。口径15.Ocm、 現存高10.Ocm。

鮒雛 欝,

一85一



第10表 土坑出土遺物(5)観察表

番号 器 種 口径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率 備 考1

22-1 縄文土器深鉢 　 一 … ABD にぶい黄褐色 B 胴部 称名寺 式。磨消縄文 によるJ字 状文。

22-2 縄文土器深鉢
一 　 　 ABJM 明赤褐色 A 胴部 2本 隆帯 の懸垂文。縦位 のRL。

81-1 縄文土器深鉢 　 一 ⇔ ABIJM 明赤褐色 A 胴部 磨消懸垂文 。地文横位のRL。

81-2 縄文土器深鉢 一 ABM にぶい黄榿色 B 胴部 沈線 モチーフ内に列点状刺突。称名寺式。

94-1 縄文土器深鉢 ㎝ 一 一 ABIJM にぶい榿色 A 胴部 地文条線文。

185-1 縄文土器深鉢 一 一 一 ABJM にぶい褐色 B 嗣部 2条 沈線 に よる懸垂文。地文条線文。

185-2 縄文土器深鉢 一 　 一 ABJM にぶい榿色 B 胴部 頸部2本 隆帯。2本 隆帯懸垂文。交点渦巻文。

189-1 縄文土器深鉢 一 一 一 ABJM にぶい榿色 B 胴部 地文条線文。

189-2 縄文土器深鉢 (15。0) 一 一 ABJMN にぶい褐色 B 口縁部 小波状突起下渦巻文。2本 隆帯懸垂文。

65-1 土師質土器圷 一 一 (4.6) ABEJ 黒色 A 10% ロクロ成形。

73-1 石臼 径28.5 高 さ7.8
　 一 一 　 完存 下 臼。孔径2.Ocm。 底 面一部被熱。安 山岩製。

88-1 土錘 長 さ5.3 幅1.2 厚 さ1.0
一 にぶい黄色 一 一部欠損

重 さ7.3g。 混 入 遺 物 。

96-1 土師器圷 (14.4) 一 ABDHKM 明赤褐色 A 10%以 下 混入遺物。

110-1 瓦質土器内耳土鍋 一 一 一 にぶい褐色 一 一 10%以 下 在地産。

120-1 須恵器椀 一 一 一 ABI 灰色 A 15% 転用硯。外面 朱墨 。内面墨。混入遺物。

122-1 土師器圷 (11,7) 一 一 AKHJ 榿色 A 40% 混入遺物。

165-1 瓦質土器内耳土鍋 (29.0) 一 一 にぶい榿色 一 一 10%以 下 在地産。

175-1 古銭 直 径2.47
　 　 一 一 　 完存 大観通寳。真書体 。初 鋳年北宋1107年 。

175-2 古銭 直 径2.53
一 一 　 　 一

完存 永樂通寳。真書体 。初 鋳年明1408年 。

183ヨ 土師質土器圷 (9.9) 3.4 (4、9) ABDJ 灰白色 A 35%

184-1 古銭 直 径2.47
一 一 一 一 一

完存 景徳元寳。行書体。初鋳 年北宋1004年 。

18媚2 古銭 直 径2.48
一 一 一 一 　 完存 元豊通寳。行書体 。初鋳 年北宋1078年 。

184-3 古銭 直 径2.46
一 一 一 　 一 完存 永樂通寳。真書体。初鋳 年明1408年 。

第11表 ピッ トー覧表

番号 位置(グ リッド) プラン 長軸 × 短軸 ×深さ価) 出 土 遺 物 時 期 重 複 関 係 備考

1 C-4 円 形 28×27× 一 SJ7

2 E-2 楕円形 30×18×14

3 E2 円 形 25×22×13

4 E。F-2 円 形 30x27×13

5 F-2 隅丸方形 44×40×20

6 H-3 円 形 32×28x18 SK25～27

7 H-2 円 形 52×48×32

8 J-2 楕円形 48×43×11 P9

9 あ2 楕円形 36×30×18 P8

10 鮨2 不整形 52× 一 ×20

11 J-3 楕円形 32×23×14

12 E-3 隅丸方形 26×24×18

13 E-4 楕円形 38×26×10

14 E-4 不整形 40×18×8

15 E-4 円 形 23×18×8

16 E-3 楕円形 40×30×24

17 E-3 楕円形 53×42×15

18 E-3 楕円形 40×(30)×10

19 E-3 楕円形 40×28×22

20 E一 娃 楕円形 20×13×8

21 F-3 構円形 30×24×14

22 F-3 楕円形 23×16×8

23 F-4 隅丸方形 22×18×7

24 E-5 楕円形 43×28×9

25 E・F-5 長方形 26×18×

26 E-5 楕円形 26×18x12
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番号 位置(グリッド)プ ラン 長軸 × 短軸x深 さ爾 出 土 遺 物 時 期 重 複 関 係 備考

151G-5

152G-5

153G-5

154G-5

155G-5

156G-5

157G-5

158G-5

159住5

160G-5

161G-5

162G-5

163G-5

164G-5

165G-5

166G-5

i67F-6

168P6

169F-6

170F-6

171F-6

172F-6

173F-6

174F-6

175F-6

176F-6

177F-6

178F-6

楕円形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

隅丸方形

円 形

楕円形

隅丸方形

隅丸方形

円 形

不整形

楕円形

隅丸方形

不整形

不整形

不整形

不整形

楕円形

不整形

不整形

円 形

隅丸方形

楕円形

隅丸方形

不整形

楕円形

楕円形

楕円形

48×38×

37×21×

31×25×

46×30×

27×20x

36×34×

×30×

25x23×20

38×32×64

62×62×51

48×40×

36×24×11

35×26x32

53×(40)×

37×32×37

23×18×18

28×23×26

36×24×19

×26×9

54×39×

47×39×37

44× 一 ×55

(46)×36×45

38× 一 ×21

42×31×46

(40)×34×9

38×25×

32×20×46

SKgl

SK91

SK91

SK105

P157

P156

SK105

SK108・110

SK110

SK110

SK108

P166

P165、SK108

P168・169・171

P167・169

P167・168・170。171

P169

P167。169。172～174

P171・P174、SK102

P174、SK1⑪3

P171～173

P176

P175

SK114

SK114
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番号 位置(グリッド)プ ラン 長軸 ×短軸 ×深さ(cm> 出 土 遺 物 時 期 重 複 関 係 備考

213G-6

21畦G-6

215F6

216F6

217F・G-6

218G-6

219G-6

220G-6

221G-6

222G-6

223F-6

224F-6

225F-7

226F-7

227F-7

228F-7

229G-7

230G4

231G-7

楕円形

円 形

不整形

不整形

隅丸方形

楕円形

長方形

楕円形

不整形

楕円形

不整形

円 形

楕円形

隅丸方形

楕円形

楕円形

長方形

隅丸方形

楕円形

28

32

81

38

27

49

34

48

22

46

22

38

42

18

20

26

50

×22×32

×28×27

×39×60

×18×47

×20×

×36×

×20×

×40x47

×34×

×18×10

×26×48

×20×35

×26×47

×36×43

×14×13

×14×3

×18×61

×42×65

×37×45

P112、SJ7

SJ7

P218

P217

SK112

P221、SJ7

P220、SJ7

SJ7

SK118・119

SK122

SK122

SK122

P228、SK122

P227、SK122

P231

P229。231

P229。230・232

駆q

4rDTJ71S珊ぶ5研御駅駄

評
4

欝

麗

3

5
。

9

3
鰯

:
5
-
1
1

謡
8

卵

舞

説

㎜

蔀

欝
階

黙

謙

鎌㎜

羅

鍛
野

65
一

鷺

駕

憶

鴛

茎

蜷

彊

=

多
聾
飢
3。

翌
一

盤
如

塗

讐
3・

窮

認

二

難

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

x

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

x

×

×

姐

至

誌

ー

ー

ー

幽

錐
2-

ー
2・

ー

器

ー
%

捻

ー
3・
お
羽

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

髪

拶

墾

墾

鎗
㎜

3・

協
餌

罪

鈎
蟹

釜
3・

鷺

銘

鎗
3-

羅
3・

2・

器

弟
3・

3・
㎜

認

欝

欝

購

響肺

鎌

辮

糠

無騨翻

7

7

喝

4

4

7

6

薫

藻

瀞

縫

縫価

導

甑

構

彬

撫田恥

幾

號

義

裂

墾

糞

謎
蹴

叢

號

課

鐸

叢

葬

饗

霧
鵬
胴
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考備係関複重
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17844
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期時物遺土出細深×軸短×軸長

訪

望
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認

認

器

肛

駐
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蕊

算
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二

三

一

二
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鶉
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泌

拠
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E

9

焔

三

一
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二
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}
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×
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茄
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3。

組

3。
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錫
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6
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5
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5
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囲
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第65図 ピット出土遺物

第12表 ピッ ト出土遺物観察表

番号 器 種 [コ径 器高 底径 胎 土 色 調 焼成 残存率1備 考
1

54-1

186-1

188-1

瓦質土器内耳土鍋

古銭

陶器大皿

(23.0)

直 径2.44

　 罰一

こ

一1

三

(18.4)

灰色
　

黄灰色

ニ
ー

こ
一

10%以 下

一部欠損

10%以 下

在地産。

嘉口通寳。真書体。初鋳 年北 宋1056年 。

灰 粕 ツケガケ。瀬戸産。

(3)遺 構 外 出 土 遺 物

表土除去の際に出土 した遺物、遺構外グ リッド出土遺物及び表採遺物のうち、当該期の遺物を掲載す

る(第66図 、第13表)。 陶器蓋 ・灯明皿 ・鉢 ・鍋、土師質土器圷、瓦質土器播鉢 ・内耳土鍋 ・鍋 ・焙烙、

泥面子、砥石などが見 られた。

第13表 遺構外出土遺物(10)観察表

番号 器 種 出土位置 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 残存率 備 考

1 陶器蓋 J-6 (3。⑪) 　 __ 一 灰色 一 一 20% 錆粕 。外面櫛歯状工 具 による刺突文 め ぐる。

2 陶器折縁皿 一括
(13.2) 2.1 (5.9) 灰白色 　 皿 15% 鉄粕 。底部回転糸切 り。瀬戸 ・美 濃産。

3 陶器鉢 一括 (19,5) … 一 にぶい榿色 一 一 10%以 下 口縁部 白泥。体部外面 ・内面透明粕。

4 陶器灯 明1田. 一括 (8.8) 2.2 (4.7) 灰白色 　 一 10% 鉄粕。瀬戸 ・美濃産。
5 陶器灯明皿 一括

(10.3) 一開 一 灰白色 一 一 10% 受付皿。鉄 紬。瀬戸 ・美濃産。

6 陶器鉢 B-2 一 皿 (19.6> 灰白色 ㎝ 　 10%以 下 内外面灰粕 。内面紬ハギ痕。瀬戸 ・美濃産。

7 土師質土器圷 一括 (6.6) 2.3 (2.8) AEJK 灰白色 A 20% ロクロ成形 。

8 土師質土器圷 一括 一 　 (4.8) ABDK にぶい燈色 A 20% 底部外面柾目痕。
9 瓦質土器播鉢 一括 m… 一

(14.8) 灰白色 一 一 10%以 下 底部静止糸切 り。在 地産。
10 瓦質土器内耳土鍋 H-6 (35.5) 一 灰色 　 一 10% 在地産。

11 瓦質土器鍋 住6 (28.0) 一 　 灰白色 一 一 10% 在地産。

12 土師質土器焙烙 一括 (28.8) 2.4 (29.1) 榿色 一 一 10%以 下 在地産。
13 土師質土器焙烙 一括 (30.7) 3.1 (30,5) 機色 　 一 10%以 下

14 土師質土器焙烙 D-2 (35.6) 2.5 (34.8) にぶい燈色 一 一 10%以 下 在地産。
15 瓦質土器行火 B-1 (13.0) 一 一 灰オリーブ色 一 　 10%以 下 胴部 に複数穿孔。
16 煙管 一括

長 さ3.9 径0.95
一 一 一 一 火皿部欠撰 重 さ5.2g。 雁 曽首 部 。 銅 製 。

17 泥面子 H-6 長 さ3.5 編2.7 厚 さ0.9 にぶい黄榿色 　 一 80% 重 さ6.7g。

18 砥石 一括
長 さ25.4 幅2.8 厚 さ2.1

一 一 一 　　 重 さ127g。 砥面4面 。砂岩製。

19 五輪塔水輪 一括 高 さ1L9 幅20.4 厚 さ16.2
一 　 一 一部 欠損

凝灰岩製 。
20 五輪塔地輪 A-2 高 さ18.⑪ 幅22.2

一 … 一 一 60% 凝灰岩製。

21 石臼 一括
径(30.0) 高 さ9.0 孔 径(3.5)

　 一 　一 30% 上 臼。 引 き手差 し込み穴有 り。安 山岩製。

22 石臼 一括
径(37.6) 高 さ1L3 孔 径(3.0) 一 一 一 25% 上 臼。安 山岩製。
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4そ の 他 の 時 期

(1)礎 石 建 物 跡

土坑の集中する地点の北側 に6箇 所の石敷きを確認した。この石敷 きは等間隔に規則的に配列 してい

ること、各石敷 きが比較的大 きめの石を囲むように配置されていることか ら、礎石建物 と判断した。時

期は不明である。

塾

笏
司

躍

ヘ

ノ

軽
冷

こ
 /
天

令
購剣

畿
凶
》

9
・

蕩
B,

訟

灘
'

C雪

」

A

C

0
1

60

㎞

』

一
笏霧 霧轍霧

鷺舞 繕講
第67図 第1号 礎石建物跡
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第1号 礎石建物跡(第67図)

D-4・5グ リッ ドにおいて確認 されてい る。 中世土坑群 の北側 に位 置 し隣接 するが、重複 関係 は認

められない。第11号 土坑が北接す るが1間 ×1間 の身舎 に廟が東 に付 く1間 ×2間 の建物で、主軸 はほ

ぼ東 を指す。身舎 の北西隅 の礎石 は確認 されてお らず、建物南東側 には一箇所礎石が張 り出 してい る。

身舎の北西 隅 はその地点 に限 り旧表土の標 高が下 がっている ことか ら破壊 されている可能性があ る。建

物南東側 に張 り出 した礎石 は、他 の もの に比 べやや小規模 な構造 をしてお り、可能性 として は階段 の よ

うな入 り口的な施設 と考 えられ る。 これが入 り口施設 とす れば、 この西 に対 の礎石が もう一つ存在 して

いた こ とが想定 され る。具体的 な基礎地業 は確認 されなかった。 また明瞭な据 え付 け掘 り方 は確認 され

ていない。身舎 の梁行3.825m、 桁行3.70mを 測 り、廟 の梁行 は2.80mで あ る。総面積約24.51㎡ 、身舎

だけで約14.15㎡ を測 る。

根石、礎 石 ともに川原石 を用 いているが、礎石 にはより大 きめの石 を選択 してい る。礎石 は長軸3.40cm

程度 の川原石 を、平坦部 を上 に して据 えて いる。厚 みは最大 で25cmで ある。根石 には長軸5～20cm程 度の大

きさにば らつ きの ある礫 を、ひ とつの掘 り方 に対 し20個 前後 を用い、円形 ないしは方形 に配置 させている。

当遺構か らは遺物 はまった く検 出されて お らず正確 な時期 は不明で ある。

(2)集 石 遺 構

集石遺構 は2基 検出 された。1基 は単独 で もう1基 は土坑 が数基集 中す る箇所 での検 出で ある。

第1号 集石遺構(第68図)

C-2グ リッ ドに位 置す る。集石 は東西40c鵬、南北60cmの 範囲 に分布す る。石の配置 に規則性 はな く、

全体 として弧状 に配置 されてい る。石 はすべ て川原石の転 石で、最大 の ものは19cmを 計測す る。多 くの

石 は平坦面 を上 に して据 えてい る。

当遺構 か らは遺物 はまった く検 出 されなかった。

第2号 集石遺構(第68図)

F-2グ リッ ドに位置す る。第17号 土坑、第5号 ピッ トと重複 関係 にあるが破壊 された痕跡 はな く、

詳細 な時期決定 はで きない ものの、両遺構 に後続 する時期が与 え られそ うであ る。集石 は東西115cm、 南

北100cmの 範囲 に分布す る。多 くの石 は平坦面 を上 に して据 えている。石 はすべて川原石 の転石 で、最大

の もの は33cmを 計測 する。石 の分布 に規則性 はな く、第1号 集石遺構 ほ ど石 は密集 していない。全体 と

して東西 に長 いV字 状 に配置 されてい る。

当遺構 か らは遺物 は まった く検出 されなかった。

第1号 集 石遺構

4
亀欝

第2号 集石遺構

贈

」

4
講

σ

◎

〆

魏

鷲
第68図 第1・2号 集石遺構
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V調 査 の ま とめ

三ヶ尻遺跡は、櫛挽台地の東縁辺部に位置し、一部は妻沼低地の新荒川扇状地上に及ぶ、東西約900m、

南北約650mに 広がる遺跡である。当遺跡はこれまでに埼玉県教育委員会、財団法人埼玉県埋蔵文化財調

査事業団により、三ヶ尻天王遺跡、三ヶ尻林(1)・(2)遺跡、三尻中学校遺跡 として地点 ごとに別々に調査

されてきた。 またこの他に三ヶ尻上古遺跡では、発掘調査によるものではないが、弥生時代の壺型土器

が数個体採集 されている。遺跡の詳細 はそれぞれの報告書に委ねるが、三 ヶ尻遺跡のこれまでの調査成

果を整理すると、①縄文時代前期黒浜式期の集落跡、②弥生時代中期須和田式期の再葬墓、③古墳時代

後期の集落跡、④古墳群、⑤奈良 ・平安時代の集落跡、⑥中世遺構群、⑦近世遺構群 に大別でき、いく

つかの相をもつ複合遺跡であることがわかる。

今回の調査区は、三ヶ尻遺跡内でも中央やや北よりに位置し、地形 としては妻沼低地 に半島状に突き

出した、櫛挽台地の最東端 にあたる。遺跡は標高約50mの 台地上のほぼフラットな面に形成され、北側

から南東側 にかけて、眼下には妻沼低地に続 く熊谷低地が広がっている。

三ヶ尻遺跡は今回の調査により、縄文時代中期後半の住居跡3軒 、土坑5基 、埋甕1基 、倒木痕5箇

所、後期初頭の土坑2基 、古墳時代後期の住居跡4軒 、奈良時代の土坑1基 、平安時代の住居跡1軒 、

中世の土坑184基 、ピット328基、時期不明の礎石建物跡1棟 、集石遺構2基 の成果を加えることになっ

た。これらを整理すると、①縄文時代中期～後期の集落跡、②古墳時代後期の集落跡、③奈良 ・平安時

代の集落跡、④中世土坑 ・ピット群 にまとめられる。 このうち①縄文時代中期～後期の集落跡は、 これ

までの調査で確認 されておらず、新たな成果 と位置づけることができよう。そこで以下では、はじめに

本遺跡の中心時期の一つである、縄文時代中期～後期の集落跡について概観 し、その後、周辺地域にお

ける該期の集落動態について簡単 に取 り上げてみたい。

今回の調査において縄文時代の遺構は、住居跡3軒 、土坑7基 、埋甕1基 、倒木痕5箇 所を数える。

第1、2号 住居においては称名寺式土器をわずかに含むものの、炉体土器のあり方や主体的に出土する

土器を見る限 り、3軒 とも加曽利EIII式 期に位置づけられる。一方、土坑7基 は加曽利EIII式 期に属す

るものと、後続する後期初頭称名寺式期に属するものの二者が認められる。調査区北東に位置する第4 、

5号 土坑が称名寺式期のものであろう。第4号 土坑は該期の土器がまとまって出土 してお り、第5号 土

坑は少量の加 曽利E式 土器破片に混じって称名寺式土器が出土している。本調査区における縄文時代遺

構 としてはもっとも新 しいものであり、集落は一定期間継続していたとみなされる。埋甕は調査区北西

において1基 が確認された。埋設された土器は加曽利E式 浅鉢の頸部から胴部破片であり、全周する土

器破片の半分 を、外側に逆位で埋置し、もう半分は内側に正位で埋設するという特異な出土状況であっ

た。倒木痕は調査区南東に5箇 所が集中し、第1号 倒木痕では完形個体を含む大量の縄文土器破片が確

認 された。 また図示できた資料は少ないが、第2号 倒木痕においても礫を伴って比較的多 くの縄文土器

破片が確認で きた。第3、4号 倒木痕においては土器の出土は見 られなかったが、覆土の様相などから

同時期のもの と判断している。 これ らの縄文時代の遺構は、調査区内の中央には分布せず外縁にのみ分

布する。特に住居跡3軒 は調査区外にまでおよび、遺構 ・遺物の分布が当遺跡のみで完結 していない。

このことは、該期の集落が本調査区に限定されず、さらに広い範囲に及んでいたことを推測させる。ま

た、中世土坑群の分布する調査区中央には縄文時代の遺構 ・遺物 を撹乱 した痕跡 もうかがえないことか
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ら、調査区中央 は本来、遺構の分布しない地域であ り、集落は中央に広場 を有する環状配置であった可

能性 も考 えられる。調査範囲が狭いため推測の域 を出ず、 ここでは可能性 を指摘するに留めたい。

一方、遺構外出土遺物を概観すると、遺構出土では見 られなかった加 曽利EII式 期の深鉢をわずかな

がら認めることができ、周辺に該期遺構の存在 と集落開始時期の遡上を想起させる。また下限の時期 は、

第1号 住居跡混入の後期安行式の精製深鉢破片を上げることができるが、わずか一点のみであり、遺構

に伴 うものではないことから、当調査区における縄文時代集落の下限は、第4号 土坑出土の深鉢をもっ

て称名寺II式 期 としたい。なお、遺構外からは堀之内2式 期の土器破片を少量確認 しており、集落 はこ

の時期 まで断続的に営まれた可能性があることも付記 しておく。

以上 を総合すると、本調査区における縄文時代の遺跡の性格は、縄文時代中期後半加曽利EII式 ～後

期初頭称名寺II式 期における、集落跡の一部 と位置づけられる。

これまでの三 ヶ尻遺跡の調査において確認 された該期の遺構 ・遺物 としては、㈲埼玉県埋蔵文化財調

査事業団が昭和53年 度に行った三ヶ尻天王遺跡における、古墳墳丘や周溝出土の土器破片少量 と同事業

団が昭和55年 度 に行った三 ヶ尻林(2)遺跡における、加曽利EIII式 期の単独埋甕を上げることができる。

これ とは別 に、市教育委員会が行った近年の試掘調査では、本調査区の南西370mの 地点において、加曽

利E式 期の土器破片を、平成14年12月 の試掘調査では、本調査区の西側220mの 地点において、磨消し懸

垂文の胴部破片、台付深鉢の脚台部など、加曽利EIII式 土器破片数点を確認 している。 このことは縄文

時代の集落跡が本調査区に限定されず、当遺跡内のかなり広い範囲に展開していたとする、前述の推測

を補強するだろう。

さて、当遺跡周辺における該期の集落動態について、具体的な検討は見られないものの、櫛挽台地の

東縁辺部および妻沼低地における、後期以降の低地への集落進出は繰 り返 し指摘 されてきた ことである。

近年、部分的ではあるが、深谷市域では当該地域の発掘調査件数の増加により資料が増加しており、改

めて この現象を整理し捉え直す必要性を感じている。 しかしなが ら今回は、筆者の力量 と紙幅の都合に

より具体的な検討を行 う余裕がない。そこで以下では、これまでに指摘されてきた、「後期における低地

への集落進出」を正 しく理解するために、「中期の低地集落」、「後期の台地集落」という二点に焦点を絞

り、集落跡を概観するに留めたい。なお、 ここで言う集 落跡 とは遺構の確認 された遺跡 もしくは豊富

に土器を確認 した遺跡 を指す。また`低地'と は妻沼低地 を、`台地'と は櫛挽台地の北縁部および東縁辺部

を指 し、具体的には熊谷 ・深谷市域 と妻沼 ・岡部町域の遺跡を含む。

〈中期の低地集落〉(6遺 跡)

寺東遺跡 櫛挽台地に隣接。加曽利E式 期の住居跡2軒 、称名寺式期6軒 、加曽利E式 ～称名寺式

期の土坑12基 、 ピット多数を確認

城下遺跡 櫛挽台地 に隣接。加曽利E式 終末～称名寺式期の土坑3基 を確認。

原遺跡 加曽利E式 終末～称名寺式期の集石遺構を確認。

深谷町遺跡 櫛挽台地 に隣接。3条 の河川跡より加曽利EIII式 、称名寺式、堀之内1・2式 土器を大

量に確認。

城西遺跡 櫛挽台地 に隣接。低地に所属する西地区において、加曽利EIII式 の浅鉢を埋設するピッ

ト1基 を確認。

上敷免遺跡 加曽利E式 期の集石1基 、称名寺式期の土坑1基 を確認。加曽利E式 土器を微量、称名
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寺式～曽谷式土器少量、安行1式 ～安行3式 を多量に確認。

〈後期の台地集落〉(4遺 跡)

三ヶ尻遺跡 台地東縁辺部に立地。加曽利EIII式 期の住居跡3軒 、土坑5基 、埋甕2基 、倒木痕5箇

所、称名寺II式 期の土坑2基 、堀之内式、加曽利B式 、安行1式 の土器破片を微量確認。

小台遺跡

城西遺跡

東方城跡

中峠式期の住居跡1軒 、加曽利E式 期8軒 、称名寺式期2軒 、堀之内1式 期1軒 を確認。

台地部 にあたる東地区におい加曽利E式 期の遺構を確認、堀之内1・2式 、加曽利B式

の破片を確認。

台地先端部に立地。堀之内式期?の 土坑1基 、加曽利E式 ～称名寺式、堀之内式の土器

破片を確認。

以上の低地集落6遺 跡、台地集落4遺 跡の事例からは、以下の特徴を抽出することができる。

1)中 期の低地集落の上限は加曽利EIII式 期に求められる。

2)中 期の低地集落は櫛挽台地に隣接 した地域に立地する傾向にある。

3)低 地集落、台地集落に問わず、加曽利E式 期の集落は称名寺式期 まで継続することが多い。

4)中 期の低地集落は、同時期の台地集落に比較 して小規模である。

5)後 期の台地集落は概 して小規模である。

以上の低地集落 と台地集落の概観 は、これまで再三にわたって指摘されてきた 「後期における低地へ

の集落進出」について、若干の変更 を求めることを意味し、当該地域における集落動態の新たな知見を

用意する。

低地へ進出 した集落の時期 は、1に 示 したように加曽利EIII式 期に集中することが多 く、現段階にお

ける当該地域の、低地への集落進出時期の上限 と評価できる。 また2で 示 しているように、低地へ進出

した集落 もその初期段階では、櫛挽台地 と接するような地点に立地することが多い。進出初期の集落様

相の特徴 として評価できるだろう。集落の継続性 という観点では、台地、低地を問わず、加曽利E式 期

に営まれた集落は称名寺式期 まで継続する傾向が見られる。すなわち中期後半～後期初頭期には台地集

落 と低地集落が、立地を異にして並存 しているのである。4の 特徴は、今回取 り上 げた後期の低地集落

6遺 跡からも理解できるが、出口遺跡、島之上遺跡、菅原遺跡、水窪遺跡など台地 における加曽利E式

期の大規模集落を見ると理解はいっそう容易である。加曽利E式 期の台地集落 は住居跡が大量に確認さ

れるような大規模であることが多いが、現在の ところ同時期の低地において大規模 と呼べるような集落

は確認 されていない。そこに当該時期における①低地利用の限定性(=限 定的低地利用)、 もしくは②低

地へ進出した集団の限定性を推測させ、「試行的な集落進出」を読み取ることができよう。また5で 示し

たように、後期前半ないしは中葉以降の台地集落は小規模なものがほとんどで、同時期における低地集

落 と対照的であり、そこに後期前半以降における低地への、「本格的な集落進出」を読み取ることができ

る。

以上 をまとめると、当該地域における縄文時代中期後半の集落は加曽利EIII式 期に至 り、低地へ進出

してい く集落 と、そのまま台地へ継続 してい く集落に分かれる。進出初期段階では一部の集落が、低地

の中でも台地 に隣接 した限定的な地域 において、試行的に集落設営を行い、後期初頭までは台地集落 と

併存 していた様子が復元される。後期前半以降は地域を限定することな く、低地の自然堤防上の至 ると

ころに集落が分布する。 と同時に、それまで大規模だった台地集落は、 この時期小規模 にな り、生活の
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舞台 は本格的に低地へ移されることになる。限定的低地利用がその後の本格的な低地利用 を招来 したの

か、それとも本格的な低地利用へ向けての限定的低地利用だったのかは本検討では明 らかにし得ないが、

当該地域の縄文時代後期における低地への集落進出は、その直前の加曽利EIII式 期における 「集落進出

の試行的な段階」無 くしては理解できぬ現象 と評価できるだろう。

以上、櫛挽台地東縁辺部および妻沼低地における中期後半の低地集落 と後期の台地集落 を対比するこ

とで、 これまでに指摘されてきた 「後期における低地への集落進出」を大 まかに理解することができた。

しかしなが ら本検討にもい くつかの課題が残されている。最後 にこれらの課題を提示することによって

今後の検討に備えたい。一点目は本市域における寺東遺跡の立地の問題、二点目は櫛挽台地からやや離

れた低地に分布する中期後半期の遺跡の評価、三点目は深谷市上増田地内出土土器の評価である。

まず一点目、寺東遺跡の立地の問題である。当遺跡は櫛挽台地 に隣接 した標高約31～32rnの 遺跡であ

り、現在の地形区分 としては低地 に属するが、発掘調査の結果、現地表面から約2mの 深さにおいてロー

ム面 を確認 しており、加曽利E式 ～堀之内式期の集落は当時、櫛挽台地の最先端部に立地 していた こと

が判明している。 このことは、櫛挽台地に隣接する妻沼低地に、埋没 したローム層の存在 を想起させ、

今回取 り上げた低地集落の評価に再考 を促すものである。二点目は上敷免遺跡、上敷免北遺跡、居立遺

跡、原遺跡のように、櫛挽台地に隣接 しない地域においても加曽利E式 期の遺構や土器が確認されてい

るという事実である。 これは初期段階の低地利用は、地域的に限定 されていたとする本検討の結論 とは

相反するものであり、上記4遺 跡の詳細な時期決定を含めて今後の課題 とされる。最後 は三点目の深谷

市上増田地内出土土器の評価である。遺構が確認されていないことから本検討には加 えなかったが、昭

和47年 、深谷市の上増田地内の土地改良事業において、地表より約1mの 深さで縄文中期後半の完形土

器が確認 されている。出土土器は水平口縁のキャリパー類深鉢で、口縁部は楕円形区画文 を有 し、頸部

は3条 の沈線によって胴部 と区画され、胴部は2本 一組の沈線により懸垂文が描出され、懸垂文問は横

方向の沈線が加わる。地文は横位のLRで あろうか(未 実見)。土器は、加曽利EII式 に位置づけられよ

う。この土器の出土地点は、櫛挽台地から直線距離にして約3km離 れた後背湿地内の微高地にあた り、

この出土地点が集落跡 として認められるものなら、低地進出の地理的限定性だけでなく、その開始時期

においても本検討は再考を要することになろう。今後、低地部の資料の増加は期待できるが、集落進出

の開始時期はその都度確認されてい くべきであり、進出初期 における低地利用の地理的限定性の有無も

再度確認 されるべ きであろう。

今回の検討は集落の立地 と大別時期 による継続性 という項 目からの概観に過ぎない。また遺跡を網羅

することも、遺構 ・遺物の内容を精査することもできず、管見に触れなかった資料も多々あるものと思

われる。今後は悉皆的な資料集成を行い、土器の細分時期を決定 した上で、遺構内容や遺物組成 を含め

た検討が望 まれる。 また集落の動態 とは静態の時間的連続を意味し、動態を把握する大前提 として同時

性集落 を捉える作業が不可欠である。本稿はこれを怠ってお り、不足 している視点 と言えよう。集落動

態把握の先には必ず背景の理解があ り、逆に、背景を理解するための集落動態把握で もある。本検討で

は低地への集落進出を理解するために台地集落 も取 り上げたが、「低地への集落進出」という現象の真の

理解 は、同時期の台地集落 との関係においてのみ理解されるだろう。

本地域 は低地 における未確認の遺跡 を多 く含み、資料の増加 によって見解を変更してい く可能性があ

り、集落動態を理解する上で不適当な地域である。特に熊谷市域の低地部の調査は依然 として限定的で、
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堀之内式の土器群 を確認 した入川遺跡や深町遺跡、後晩期の土坑、包含層を確認 した諏訪木遺跡など数

例を上 げるのみである。 しかしなが ら今後、低地への本格的な集落進出に先立つ、試行的な進出段階の

時期が前後することがあろうとも、後期 における低地進出そのものは、当地域に顕著に認められる集落

動態の特徴 と評価でき、 この理解自体が大きく変更する余地はないだろう。今後、低地の調査事例が増

えた段階で、集落進出の背景を含めて再考したい。

引用 ・参考文献

青木克 尚 「深谷 市内遺跡VII』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第46集1998

青木克 尚 「深谷 市内遺跡IX』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第53集1997

荒川 弘 『妻沼 西南遺跡群1一 道 ヶ谷戸条里 ・道ヶ谷戸 ・飯塚南一』1981

磯崎 一 「新 田裏 ・明戸東 ・原遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第85集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団1989

石坂俊郎他 『堀東 ・城西II』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第257集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団2000

岩瀬 譲 『前 ・居立』 埼玉県埋蔵文化財調査事業 団報告書第151集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団1995

大屋道則 『清水上遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第152集 勧埼玉県埋蔵文化財調査事業 団1994

金子正之 『寺東 ・八反田 ・東耕地 ・入川 ・深町遺跡』 熊谷市教育委員会1988

川口 潤 『本郷前東遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第78集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業 団1989

木戸春夫 『根絡 ・横間栗・関下』 埼玉県埋蔵文化財調査事業 団報告書第153集 ㈲埼玉県埋蔵文化財調査事業団1995

木戸春夫 『上敷免北遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第248集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団2000

粟岡 潤他 『堀東遺跡II』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第275集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団2002

古池晋禄 『小台遺跡(第5次)』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第22集1989

古池晋禄 「根岸遺跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第34集1992

古池晋禄 『城下遺跡(第3次 〉』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第42集1995

古池晋禄 『上唐沢地区遺跡群』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第54集1998

笹森健一他 『前 畠 ・島之上 ・出口 ・芝山』 埼玉県遺跡発掘調査報告書第12集1977

澤出晃越 『城下遺跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第6集1983

澤出晃越 『萱場松原遺跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第8集1984

澤出晃越 『深谷町遺 跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第9集1985

澤出晃越 『東方城跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第20集1988

澤出晃越 『小台遺跡(第4次)』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第24集1990

鈴木敏 昭 『横間栗遺跡』 熊谷市教育委員会1999

滝瀬芳之他 『上敷免遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業 団報告書第128集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団1993

田中広明 『新屋敷東 ・本郷前東』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第111集 ㈲埼玉県埋蔵文化財調査事業団1992

知久裕昭 「小台遺跡(第7次)』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第60集1999

知久裕昭 『島之上(第2次)・ 仲町 ・市内遺跡確認一深谷市内遺跡Vlll-』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書第66集2001

中村倉司 『下辻遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第69集 勧埼玉県埋蔵文化財調査事業団1987

中山浩彦 『宮 ヶ谷戸 ・根岸 ・八 日市 ・城西』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第172集 働埼玉県埋蔵文化財調査事業団1995

西口正純 『矢島南遺跡』 埼玉県埋蔵文化財調査事業 団報告書第149集 ㈲埼玉県埋蔵文化財 調査事業団1994

蛭間真一他 『小 台遺跡』 深谷市埋蔵文化財発掘調査報告書1979

松田 哲 『三 ヶ尻遺跡』 熊谷市三 ヶ尻遺跡調査会1999

吉野 健 『寺東 遺跡 別府氏館跡』 熊谷市教育委員会2000

吉野 健 『三 ヶ尻遺跡II』 熊谷市教育委員会2000

深谷市教育委員 会 『目で見 る深谷の歴史』 市制二十五周年記念1981

一100一



写 真 図 版



馬
譜

し

ト

レ

第1号 住居跡遺物出土状況

第2号 住居跡

第2号 住居跡埋甕半裁状況

図版1

第1号 住居跡遺物出土状況

第2号 住居跡遺物出土状況

第2号 住居跡埋甕出土状況

第4号 土坑遺物出土状況



図版2

欝
㌦

.'熱

隷

・㌧ 、 °
r鱗 ノ"

・`
,ゴ

弱 ノ
,一 ビ'.三.

''
'"・ 窮 τ 盆蘇 ・

・
_溝 ダ穏

賑撚
;,躍f¥

`'

詳 鵡
}

ρ 團

、 き

し¥

麟
!＼ 畢

早

」

一蕗 雪

ボ贈P

鷺 熱 憾1

唱`

9

- 一」}

♂F娩

製,r

撒 慨 、

第1号 倒木痕遺物出土状況

第6号 住居跡

轍 虚職



隷慧 鐙 難療

讃響難
第6号 住居跡遺物出土状況

蘂 甚議 物灘 況

鱗融
難鍛

騨 縦 、

第8号 土坑遺物出土状況

fl'

メー

＼

第19号奎諜 土状況

蟻

磁
.犠

卜
騨

、 て'」

隙謬
三賦 ζ1

。,β'一 耀:蕊 ・、

7号 住 居 跡 遺 物 出 土 状 況

.想 触!伽 ・・轟 ご

灘藩
〆 瞥 ・誘 編 慈 鰹 、竃、。

嘱 幽 け 繹.磁 蝋 陛.

第8号 住居跡カマ ド遺物出土状況

3版図

ー

'
よ

、

↑

・

寵

℃

い

騒
鐸

b

鶴

懸
.

羅

.

.

二
温

蕪

.

鍵

」
、
㍉

第8号 土坑遺物出土状況

嬉藻 薪 、 労 鉱 、

灘嘱韓 購:;懲

徽 磯難 緩㌻縛
イ,ら 総"戸

/賦

第籠 坑豆1骨出1況



図版4

第192号 土坑人骨出土状況

講解 緊ヂ
鶴 毒菰 黛 ∵

"卜

「嚇 ㌔
睦 、・晦 玄

'編 _桝 嘱
第1号 礎石建物跡

第2号 集石遺構

難ダ
、 掌』 葦ジ σ・』 蝿 寅, .轟.7

罰

第183号 土坑遺物出土状況

yメ

第192号 土坑頭骨出土状況

欝 ζ事ジ婿ぎ影
一、 ♂

.6-・

,4ノ

'、

、礁 海 蟻
・'

.・ ・1、 、 げ
・,'31

　 'し'黙

贈','

第1号 礎石建物跡



図版5

難購 鍵

蝿

L

董

.

へ

、

/

、

論

,

婚

馨

.

鎗
へ

鼠

、

第7図6



図版6

巳、メ
＼ 、

」

'

第14図1

ノ

ー・竺墾
1麹

「
r

麟
.蘇
⊥

薦

洲
!,

ゴ

.

誘
伽濃馨

潔

4
、

㍉

謹
哩

π願
盤

、
一謄

撫

騙

∠臥

8図7第

第14図4



図版7

第18図1

ハ隔

、

聾

・㌔-暑摩
報

㈲

.
衰

鳳髄,

・'∫ ・
『 ・・、P・.'・

う1:ヤ1
」僧 唱

気隔 一、鑓 で 騨 饗鐵
∵'}'塾 、こ型 遜

第18図2

「

、Jl
一
織
、ノ

富ぼ

、
縫
醤

奮

芝



図版8

,欝 霧
群

額
謹

講号環↓紅騨

第21図5-1

第28図1-1



騨

浸

議
.

噂

鶴

麗

禽

嵐

諜

刈

第28図1-2

導.

汐`芦
}一

。く

一幣 誕 擁還 、

第30図1

翫
、 訊

,無 雑ご、一 ノ

難 難 鷲1`}P'亙

___一 一櫨

1

/

繋
第30図3

図版9

第28図1-3

1

第30図2

霞 ・至ll-一 一7-;,翻 騨 藝L㌻
・∴1二

叢欝 懸幾 沓 醜・

{法瓢 灘 露 霞、

騨 翻L噂 無 詣
¶

1駈ご.7

第30図4



図版10

第30図6

第33図110



図版11

粥
層 蝿 鬼

ヤ.」ノ

脅 り11♂ ㌧

一一…1

第8図21～41

1

ξ.・ ・'海'!、強 慧

:、、硫.. 一.,網

第9図42～53



図版12

第9図54～66

第9図67～82



図版13

第10図83～92・94～97

第10図98～102・104～108



図版14

l
L-一一一一一

第15図6～17

≠沸摯噛 巽～

{鏑黛
・,lp・ 昌1:・

.・ メ'幽ロ コ リ し ノヨゆ

壌 ノ;L

・ミノ 「

L

第15図18・19・21～27



図版15

第18図3・6～17・27



図版16

.、 」

第18図4・5・18・20～26・28～30

P

..一一1

第20図1-12-1～2-63-1～3-5



図版17

第20図4-2～4-6

r

第21図5-2～5-5第22図5-6～5-9



図版18

『'・1.・L

邑 桑.巌.≦.、

第23図6-1～6-57-1～7-9

釧
F

..罫

-

.
塙

-・
直

゜
…

.r一

(
'

第28図1-4～1-81-10～13第29図2-1



図版19

L..

賜

'ン誌
、'}'ヘー

1

第31図8～28

第31図29～48



O
,

…
-
…

」

第32図49～61

図版20



図版21

骸 く誌.,ノ

臓 　緯〆

Ψ ●

≡
L

第33図90～107・109



図版22

第34図111～124・126・127

し

}

°怠
、

、
、

き..

第34図128～145



図版23

緊

鞘

第11図109～120

L__

幽



図版24

第16図37第18図32・33



図版25

・ ・㌔:'5、1● ・

、r幽 ・こ',、∫・～.Jl .、∵・.

∵ ・『',蝋 鴇 餐 毒1.

擁1:◎ll罵驚:1泌譲 繧離 錘

1・羅 鷹 鱒魏,1耀

禦 羅 灘繕≦
漏驚燕蕊;難
'沼焼 諮 演;

∵Σ∫熱 襟ll
'・ ビ 豊};・..鰯 ド 、∴11,ン ∵.

.▼ 「'覧.9∴.'P'・ 「∵ ド

}・II・.・.」 ・'∴ ・ ・隔 ↓:r.・q

㌦1㌧ ∴ ・:'∴ 一'r響 ・`
、ゴ ・!層1畠 ・冒L・"「

一 い 「.`、 ・

第29図1-14・155-1

幽
%I

j:、
覧¶ 」 一 、

=懲 邉..

・・雪

劃

'

.㌻

゜
,
凶
.

碁

、轟

."
藁

』

第35図146～157



図版26

lL
濫_一 一

第35図158～163第36図165～169

ミ ・

.惑

`

幽 亀



図版27

,
第40図1 第39図7

欝. メ 縞 ア ー 一糸 で 詞

1-〆 綱
階・ 一

茜

第40図6

爆議

、騨 譲.

_〆 鍛 輪`

、__、 一

第39図8

・孟

矧 脚

1

第40図9

f
講藁

鯉毒
,

鞍鴫l
L}

第46図4 第42図3



図版28

第44図1

「 一「・・-

1㌧ 一」

1。

レ へ
11

第45図5

産:鶴 皇 ・ツ.

驚 賑、懸 藤1輔籏

1麟謬

ド1ζ 瞬___-i

第39図10

眩

レ●

そ

店

〆

知

・r

6

㍗幣勤_織 一 一訣_-!-・ ㎡ 一噸
い

.瞬

第45図1

し1,

ド

ー噸 薩

鋤9図11



図版29

第43図2

ぞ
∬耀'

ノ

第64図183-1

第66図17



図版30



図版31

戴

第39図15～20第40図15～19

第64図184-1～3第64図175-1・2

ー

ー

L

■

第42図14



図版32

遍

　
　
貯
・

、簿
　鱗

　

°藩

.
聯
が響

悩
灘

鞭
塵

講
難
灘

、

昌
し

べ

幽

.へ

置

》

L_圃

」`

匿FlF ・

欝
1。、多聖鍵.蹴

恥

薫
.塾

〉

・
.

一

第66図20第66図19

第66図21・22



報 告 書 抄 録

ふ り が な みか じりいせ き さん

書 名 三ヶ尻遺跡皿

副 書 名 平成14年 度熊谷市埋蔵文化財調査報告書

編 著 者 名 加藤隆則 ・吉野 健

編 集 機 関 埼玉県熊谷市教育委員会

所 在 地 〒360-8601埼 玉県熊谷市宮町二丁 目47番 地1TELO48-524-1111

発行年月 日 西暦2003(平 成15>年3月31日

ふ り が な

所収遺跡名

ふ り が な

所 在 地

コ ー ド

北 緯

(Ol〃)

東 経

(°1")
調査期間

1

調査面積

(㎡)
調査原因

市町村 遺跡番 号

み か じり い せき1

三 ヶ尻遺跡

言

さいたまけんくまがや し おおあざ み か

埼玉県熊谷市大字三ヶ

じりあさてんのう

尻字天王2956番 地1他

11202

1

022 36°9[1811

1

139°1912011、

l

t

19860514

～

19860901

1」94.01 水泳プー

ル建設工

事

1

騒 収遺鵬1 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

1

三ヶ尻遺跡 集落跡
墓地跡

古墳群

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

中 世

住居 跡3土 坑7埋 甕1

倒木痕5

住居跡4

土坑1

住居跡1
L土 坑184ピ ッ ト328

土器 石器

土器

1土 師器 須恵器 土錘
土師器 須恵器

土師器 須恵器1

陶器 土師質土器

近 世

時期不明 礎石建物跡1集 石遺構2

瓦質土器 古銭 石臼

五輪塔

陶磁器 煙管 古銭



平成14年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書

三 ヶ尻 遺 跡III

平成15年3月31E[発 行

発 行/埼 玉県熊谷市教育委員会

印 刷/朝 日印刷 工業株 式会社




	表紙

	序

	例言

	凡例

	目次

	I　発掘調査の概要
	1　調査に至る経過
	2　発掘調査・報告書作成の経過
	3　発掘調査、整理・報告書刊行の組織

	II　遺跡の立地と環境
	III　遺跡の概要
	1　調査の方法
	2　検出された遺構と遺物

	IV　遺構と遺物
	1　縄文時代の遺構と遺物
	(1)　竪穴住居跡
	(2)　土坑
	(3)　埋甕
	(4)　倒木痕
	(5)　遺構外出土遺物

	2　古墳時代～奈良・平安時代の遺構と遺物
	(1)　竪穴住居跡
	(2)　土坑

	(3)　遺構外出土遺物

	3　中世・近世
	(1)　土坑・ピット
	(2)　土坑・ピツト出土遺物
	(3)　遺構外出土遺物

	4　その他の時期
	(1)　礎石建物跡
	(2)　集石遺構


	V　調査のまとめ
	写真図版

	報告書抄録



